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口絵１．石狩湾で発生した浮島現象の背後に沈む太陽．2022 年９月 10 日，石狩浜
（北海道石狩市，石狩灯台付近）から撮影（Ａ～Ｃ：Nikon D5100，35mmフィルム換算で
1000mm相当）．Ａ：17:52，Ｂ：17:54，Ｃ：17:57，Ｄ：撮影地と撮影状況（17:46）．赤い
四角はＡ～Ｃのおおよその撮影範囲．

A

B

C

D



いしかり砂丘の風資料館紀要　第 13巻　2023 年 10 月

-ii-

!"##$%&'()%'*"+$%,'$%-".$/.'0$.1&"'

'''''''''''(""%'$%'2(+$31.$'4156'7/331$,/6'8191%

　2022 年９月 10日，石狩湾に発生した浮島現象に重なるように水平線下に沈む太陽が，石狩
浜から観測された．
　浮島現象は，水平線付近のような遠方にある実体の下方に虚像が生じる下位蜃気楼である（日
本蜃気楼協議会，2016）．海面直上の暖かい空気層の上に冷たい空気層が重なって成層状態にあ
るとき，光の屈折により遠方の島や船の直下に鏡があるように空の虚像が形成され，あたかも
それらが浮いているような景色に見える．海面水温よりも気温が大きく下がる冬季には，無風
で空気層が乱されないような条件であれば，しばしば観測される現象である．
　この日の日没時刻（札幌）は 17:55（国立天文台，web），AMeDAS「山口」における 18:00
の気温は 17.2℃，風向・風速は南西 1.1m/s，石狩湾の海面水温は 22℃であった（気象庁，
web）．空気の透明度が高く，撮影地の西方約 70kmの積丹半島北端の海岸段丘が，明瞭に「浮島」
と化していた．その背後に重なるように太陽が水平線下へ沈んでいったため，実際に島が宙に
浮いていると見紛うほどの，極めて珍しい光景が形成された．

（志賀  健司）

引用文献
気象 庁 web．過去の気象データ検索．https://www.data.jma.go.jp/stats/etrn/index.php　2023
年８月閲覧．

国立 天文台web．暦計算室．https://eco.mtk.nao.ac.jp/koyomi/　2023 年８月閲覧．
日本蜃気楼協議会，2016．蜃気楼のすべて！．108pp．草思社．
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写真１．「漆塗り弓」の全体（部分撮影による合成，両面を撮影）
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  2022 年に開催した，いしかり砂丘の風資料館テーマ展「発掘された石狩の遺跡」では，その一
つに紅葉山 33号遺跡の「漆塗り弓」を展示した．写真は，当該資料の両面に確認される文様を
撮影したものである．
  全体写真（写真１）では，墓壙から検出された上面を a面，その裏面を b面として掲載した（荒山・
石橋 2023：18, 写真５）．発掘調査報告書（石狩町教育委員会 1984）の刊行時では，弓のクリー
ニングや保存処理が未完了であったため，b面に描かれた文様の実測図や撮影は未掲載となって
いる．
  写真 2および 3は，弓の Gに該当する箇所に描かれた a面および b面の文様である．ラインで
方形に区画された中に渦巻文と山形文を組合せた文様が描かれているが，文様の細部では，山形
文を一重で描く部分と２重に描く部分がみられ，同じ箇所に描かれた構図の中にも部分的に違い
がみられる．
　写真４および５は，b面のうちD, E, F および K, J に該当する部分に描かれた文様である．区画
の中に渦巻文を描く基本的な構図は共通しているが，細部を比較すると，構図は同様であるが文
様の色合いの異なるもの（例：Fと J），渦巻文の形状が異なるもの（例：Dと F），山形文の有無
など，各文様の細部に異なる点が認められる．弓に描かれた各部位の文様は，細部で意図的に変
化させている可能性が考えられる．
※撮影画像は文様が明瞭になるようコントラストを調整のうえ掲載した．

( 荒山  千恵 )

引用文献
荒山 千恵・石橋孝夫，2023．「石狩市紅葉山 33号遺跡から出土した「漆塗り弓」について」，い
しかり砂丘の風資料館研究紀要，13：13-20 頁．

石狩 町教育委員会（石橋孝夫・清水雅男），1984．紅葉山 33号遺跡発掘調査報告書 ―紅葉山砂
丘における続縄文時代前半期の墓地発掘の記録， 石狩町教育委員会． 
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Records of fairy shrimp (Eubranchipus uchidai)
 in the eastern part of Ishikari coastal forest, Hokkaido, Japan

志賀  健司 *1 
Kenji  SHIGA*

要  旨
　2021 年から 2022 年にかけて，北海道石狩海岸林における融雪プールの形成とそこに生息するキタ
ホウネンエビの発生状況を調査し，情報収集を継続した．その結果，現在のところキタホウネンエビ
は一定の密度で継続して生息していることが確認された．一方で，融雪プールに国内外来種であるア
ズマヒキガエルが進出していることが明らかになった．また，現在は融雪プールが形成されていない
地域で，1980 年代前半にはプールが形成されキタホウネンエビが生息していたとの情報が得られた．

：キタホウネンエビ，融雪プール，石狩海岸林，アズマヒキガエル，石狩湾新港

れば，水中で産卵する．卵は乾燥・凍結に耐え，
翌年以降に再びプールが形成された際に孵化す
る（五十嵐，2006；守屋，2011）．

図 1．キタホウネンエビEubranchipus 
uchidai の成体．交尾中で，上がメス，下が
オス．体長はどちらも約２cm．

　石狩湾の湾奥部には，海岸線と平行に幅 500m
前後の帯状の石狩海岸林が広がっている．人為的
な地形の改変がほとんど見られない林内には，花
畔砂堤列（上杉・遠藤，1973）と呼ばれる波状
の微地形が続き，ほぼ毎年，３月末から４月前
半，雪融け水による細長い水体「融雪プール」が
形成される．融雪プールは年によっては全く形成
されないこともあるが，水量が多い年には大規模
なプールではピーク時の水深が１mを超えること
もある．しかし毎年，夏までにはほぼ全ての融雪
プールは干上がってしまう（五十嵐，2006；志賀，
2012；2020）．
　石狩海岸林の融雪プールには，体長約２cmの
淡水生の甲殻類キタホウネンエビEubranchipus 
uchidai（図１）が発生する（Kikuchi, 1957；守屋，
1979；1988；Moriya, 1985；五十嵐，2003；
濱崎ほか，2014）．プールで孵化したキタホウネ
ンエビは，２～３週間の間に水が干上がらなけ
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キタホウネンエビは世界でも石狩海岸と青森県下
北半島（大八木，1996）の２地域でしか確認さ
れていない．青森県では最重要希少野生生物に指
定されており（青森県，2020），環境省のレッド
リストにも記載されている（環境省自然環境局
野生生物課希少種保全推進室編，2018）．また，
2018 年には，北日本およびロシア沿海州で確認
された同属の近縁種が，３種の新種として記載さ
れた（Takahashi et al. , 2018）．
　キタホウネンエビの生息は融雪プールの形成の
有無・持続期間に左右されるが，その水量の変動
には，1990 年代後半以降，10年近い周期性を示
していることが指摘されている（志賀，2020）．
また，同じ海岸林内でも，石狩湾新港の掘り込み
形式の埠頭や石狩放水路に隣接した地域では，少
なくとも 2000 年代以降は融雪プールの形成が確
認されておらず，海岸林を切断する土木構造が融
雪水の涵養を妨げていることが示唆されている
（志賀，2012）．

図２．調査地域（☆）．

　キタホウネンエビの生息地の変遷の記録と将
来予測のため，著者は 2006 年以降，石狩海岸林
の東部（石狩湾新港以東）を継続的に調査して
きた（図２）．特に主要な融雪プールでは，３月
～６月を中心に，定点観測として水温，気温，最
深部の水深を計測し，キタホウネンエビの発生状
況を定性的に６段階の指数（志賀，2020）で評
価し，記録している（５：very abundant，４：
abundant， ３：moderate， ２：rare， １：very 
rare，０：barren）．また，キタホウネンエビの
生息状況の長期的な変遷を把握するため，市民か
らの情報収集を実施している．

　2021，2022 年においては，いくつかの特筆
すべき調査結果および情報が得られた．観測結果
は pool-1，pool-4 を中心に記す．

★

石狩川→

厚田
石 狩 湾
（日 本 海）

石狩湾新港 →

▲
北 10km

小樽

銭函

札幌

石狩
西防波堤 →

親船名無沼 →函館

旭川

図３．調査した融雪プールの位置．図２の☆周辺
を拡大したもの（地理院地図）．★：新たにキタ
ホウネンエビの生息を確認した地点．▲：アズマ
ヒキガエル幼体を確認した地点．

キタホウネンエビと生息地保護のため、
PDF 版では生息地の詳細は示していません。
調査・研究のために情報が必要な方は、
著者までお問い合わせください。
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１） 融雪プールの水量とキタホウネンエビの発生
状況

　主要な融雪プール（図３）の水量は，2011 ～
2015 年は pool-1，pool-4 などの大規模なプール
でピーク時の水深が１mを超える高水位が続いた
が，その後水量が減少して，2016 ～ 2019 年は
低水位の年が継続していた．2020 年は大規模な
プールの水量ピーク時でも最大水深が 50cmを切
る状況まで減少した．これは，さらに以前の低水
位期であった 2000 年代後半に匹敵する少なさで
ある．しかし 2021，2022 年は一転して水量が
増加し，最大水深１mを超えるほど水量が豊富な
状態に戻った（図４）．
　キタホウネンエビの発生状況は，2020 年はそ
れ以前の数年間より個体密度が高かった．2021，

2022 年も同様で，指数にして３（moderate）～
４（abundant）と，高密度な発生状況が継続した．
特に pool-1 では過去 10年間で最大の密度であっ
た．
　また，これまでの著者の調査ではキタホウネン
エビが確認されていなかった２つの融雪プール
で，新たに生息を確認した（図３の★）．

２）融雪プールにおけるアズマヒキガエルの確認

　2021年５月７日，調査区域内の２つの融雪プー
ルで，体長２cm前後のカエルの幼生（オタマジャ
クシ）の生息を確認した．捕獲できなかったため
確実な種の同定には至っていないが，大きさ・形
態から，ヒキガエルの幼生と思われた．１ヶ所は
これまでにキタホウネンエビの生息は確認されて

図４．pool-1 と pool-4 における最大水深とキタホウネンエビ生息密度指数の経年変化．pool-4 の最
大水深のグラフには，欠測を補間するため pool-1 の観測値（□）を重ねて表示している．
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いないプールだが，もう１ヶ所は毎年，安定して
生息が確認されているプールである（図３の▲）．
2022 年５月９日には同じ融雪プール（キタホウ
ネンエビの見られないほう）で幼生３個体を捕
獲し（図５），アズマヒキガエルBufo japonicus 
formosus と同定された（髙橋惠美，私信）．さら
に同月 13日には，融雪プール形成域に隣接した
道路上で，アズマヒキガエル成体１個体を確認し
ている（図６）．
　アズマヒキガエルは本来は北海道には生息して
いないが，1912 年，北海道では初めて，国内外
来種として函館で発見された．その後，1995 年

図５．融雪プールで捕獲されたアズマヒキガエル
の幼体．

図６．融雪プールに隣接した道路上で確認された
アズマヒキガエル．

に旭川（神居古潭）で確認された後は，石狩川
の下流に向かいどんどん拡大し，石狩海岸周辺
では 2005 年に初めて確認された（内藤・志賀，
2006；徳田，2014）．2011 年以降は海岸砂丘内
陸の親船名無沼（図２）で定常的に確認されるよ
うになり，2022 年現在まで繁殖地として毎年大
発生が続いている（更科ほか，2021；リンクア
ス，2021）．この数年間で名無沼周辺での成体の
目撃範囲は徐々に西方に拡大しており，その結果，
2021 年には融雪プールが多数形成される海岸林
まで到達したと考えられる．
　アズマヒキガエルの成体は繁殖期はほとんど摂
餌をしないが，幼生は小型水生動物を捕食するこ
と，キタホウネンエビと幼生の発生時期が重なっ
ていることから，キタホウネンエビの生息に何か
しらの影響が及ぶ可能性もある．成体・幼生と
も毒を持っていることも影響を与えうる要素であ
る．

３） 1980 年代前半のキタホウネンエビに関する
証言：

　過去のキタホウネンエビの生息情報の収集結果
として，2022 年４月，市民より 1980 年代前半
の生息地に関する情報が得られたので，ここに紹
介する．
・自分が小学生だった 1980 ～ 1983 年頃，石　
　狩浜近くに友達と一緒に「エビ」を採りに
　行った．（証言時に，いしかり砂丘の風資料
　館で生体展示していた個体を確認した上で）
　それは（この）キタホウネンエビだった．
・採りに行った場所は，現在の石狩湾新港西
　防波堤（図２）付近．砂浜のすぐそばだった．
・春休みが明けて小学校が始まってすぐ行か　
　ないと「エビ」はいない．５月くらいに行っ
　たときはもういなかった．
・  採った「エビ」を家に持って帰ってバケツ
で飼ってみようとしたが，すぐに死んでし
まった．
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　これらの証言から，現在は融雪プールが形成
されていない石狩湾新港のすぐ西の海岸林でも，
1980 年代前半まではプールが形成され，キタホ
ウネンエビが小学生でも採集できるほどには発
生していたこと，（少なくともその地域では）４
月中までしか生息してなかったことが，明らかに
なった．
　キタホウネンエビが新種として報告されたのは
1957 年だが（Kikuchi, 1957），このとき確認・
記載されたのはオスのみで，メスも発見・報告さ
れたのは 1985 年（Moriya, 1985）のことである．
それより前に，もしかしたら小学生がすでにキタ
ホウネンエビのメスを捕獲していたかもしれない
ことは興味深い．市民からの情報が極めて重要な
意味を持ちうる事例の１つである．

　以上，キタホウネンエビに関して 2021 ～
2022 年に新たに得られた情報を記載した．少な
くともこの約 20年間は，融雪プールは水量は準
周期的に増減しながらも形成され続け，キタホウ
ネンエビも継続的に発生していることが確認され
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Records of fairy shrimp (Eubranchipus uchidai) 
in the eastern part of Ishikari coastal forest, Hokkaido, Japan

Kenji  SHIGA

abstract

　　　Continueus survey of vernal pools and fairy shrimp, Eubranchipus uchidai  in the Ishikari coastal 
forest in Hokkaido, Japan from 2021 to 2022 was carried out. As a result, it was confirmed that E. 
uchidai  continues to inhabit at a certain density. On the other hand, invasion of vernal pools by toad, 
Bufo japonicus formosus , which is a domestic alien species, was revealed. In addition, information 
was obtained that vernal pools were formed and E. uchidai  was inhabited in the area where poolswere 
currently not formed.

Eubranchipus uchidai , vernal pool, Ishikari coastal forest, Bufo japonicus formosus, 
                   Ishikari Bay New Port
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Mass strandings of Japanese anchovy (Eugraulis japonicus) 
along the coast of Ishikari Bay, Hokkaido, Japan in 2022

志賀  健司 *1 
Kenji  SHIGA*

要  旨
　2022 年３月上旬，北海道石狩湾沿岸でカタクチイワシの大量漂着が発生した．海岸線長で少なく
とも 40kmの広範囲に及ぶ現象で，漂着個体数は数百万尾の単位になることが見積もられる．

：カタクチイワシ，大量漂着，石狩浜，厚田，銭函

図１．調査地域．白い四角の範囲を拡大して図３
に示した．

　カタクチイワシEngraulis japonicus は，ニシン
目カタクチイワシ科の小魚で，腹面は銀白色，背
面は青色，成魚で体長 10～ 15cmになる．主に
動物プランクトンを捕食し，１～２年で産卵する．
北西太平洋の亜熱帯域から亜寒帯水域に分布し，
サハリン南部から台湾近海の沿岸域の表層で大群
をつくる．食用で，煮干，シラス干しなどに利用
する．石狩浜沿岸でも，夏から秋にかけて，汀線
付近を大群で遊泳しているのが見られることがあ
る．
　2022 年３月，石狩湾東部沿岸の各地で，カタ
クチイワシが大量に海岸に漂着する現象が確認さ
れた．石狩浜ではこれまでもカタクチイワシの漂
着が見られることはあったが，最も多い事例でも
汀線長１mあたりに 10尾前後で，せいぜい数百
m程度の範囲でしかなかった．しかし今回の漂着
は，個体密度でその 10倍を上回り，範囲も少な
くとも数 kmスケールに及ぶ，これまでにない大
量漂着現象であったため，その規模・範囲などを
記録するための調査を実施した．

　３月８日以降，毎朝の定時観測に加え，３月
17 日と４月 18 日に石狩海岸の広域調査を実施
した（図１）．
砂浜を踏査し，大量漂着の痕跡（カタクチイワシ
の漂着死体）を観察した（図２）．複数地点で標

石狩川→

厚田
石 狩 湾

（日 本 海）

石狩湾新港 →

▲
北 10km

小樽

銭函

札幌

古潭
嶺泊

石狩
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図３．石狩浜海水浴場から小樽市銭函にかけての
カタクチイワシの漂着範囲と，汀線長１mあたりの

漂着個体密度（地理院地図を使用）．

図２．カタクチイワシの大量漂着の状況
（2022 年３月９日，北海道石狩浜）．
Ａ：見渡す限り漂着個体が続いている．
Ｂ：部分的には積み重なって密集している．

AA

BB

本を採集し，漂着量を可能な限り定量的に把握す
るため，汀線長１m（海岸線と平行な方向に幅１
m，奥行きは汀線から砂浜の内陸側の端まで）あ
たりのおおよその漂着個体数を見積もった．これ
を「漂着密度」とする．

石 狩 湾
（日 本 海）

▲
北

石狩浜海水浴場→

石狩湾新港

中央埠頭
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石狩浜
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た（石橋孝夫，私信）．

３）石狩浜（海水浴場～石狩湾新港）

　４月 18日，石狩浜海水浴場から南西方向，石
狩湾新港までの砂浜（汀線長で 4.5km）を踏査し
た．その結果，カタクチイワシの漂着個体は踏査
範囲のほぼ全域に見られ，ほぼ乾燥状態になりな
がらもおそらくその大半は損耗することなく残存
していることが判明した．概ね２～３本の漂着帯
が確認でき，新港東側の防波堤付近では漂着個体
が見られなかったが，それ以外の踏査範囲内で漂
着密度は数百尾／mで続いていた．

４）石狩湾新港内の小砂浜

　石狩湾新港内（東防波堤～西防波堤の間の
4.7km 区間）には幅が 100 ～ 200m程度の小規
模な砂浜が３ヶ所あるが，そのうちの２ヶ所，中
央埠頭奥，花畔埠頭／樽川埠頭奥の砂浜を３月
17 日に踏査したが，カタクチイワシの漂着の痕
跡は全く確認できなかった．

５）十線浜

　３月 17日には石狩湾新港より西方の漂着状況
を調査した．十線浜（石狩湾新港～新川河口）の
中央付近を踏査した結果，半乾燥状態ではあるが，
やはりカタクチイワシ漂着個体が大量に残存して
いるのが確認できた．少なくとも２本の漂着帯が
認識でき，漂着密度は約 50尾／mであった．

６）銭函

　同日には小樽市銭函地区の砂浜（星置川以西）
も踏査し，カタクチイワシの漂着帯は１～２本見
られること，漂着密度は 50 ～ 100 尾／m程度
であることが確認できた．

７）厚田区古潭・嶺泊の情報

　今回の３月上旬に見られたカタクチイワシ大量
漂着現象に対する海岸踏査の結果を，地理的な位
置の順に，北東から南西に向かい，以下に記述し
ていく（調査日は前後する．図３）．

１）石狩浜海水浴場付近

　2022 年３月８日の朝９時，石狩浜海水浴場の
南西端付近で，カタクチイワシが大量に漂着して
いるのを確認した．体長は８～ 12cm前後．ほぼ
生乾きの状態で，漂着直後ではなく１～３日ほど
経過していると思われた．著者はほぼ毎日，石狩
浜で気象観測と漂着物観察を継続しているが，２
月 26日から３月７日の間は欠測のため，正確な
漂着日は不明である．漂着個体は汀線と平行にベ
ルト状に密集し，その帯は数m幅のものが２本，
認められた．２本の漂着帯を合わせた漂着密度は，
平均して 100 尾／mを超える規模であった．
　同月９日，新たにカタクチイワシの大量漂着を
確認した．前日に確認した２本の漂着帯のさらに
汀線側に，新たな１本の数m幅の漂着帯が形成
されていた．カタクチイワシはすべて死亡してい
たが，極めて新鮮な状態であった．
　その後も定期的に調査は継続したが，新たな漂
着は確認できなかった．同月 17日になっても漂
着個体は数を大きく減らすことなく残存していた
ため，漂着密度の概数を計数した．その結果，３
本の漂着帯を合計した漂着密度は，汀線長 500m
の区間で，1200 ～ 1300 尾／mに達することが
わかった．

２）石狩川河口（伝聞）

　著者に寄せられた情報によると，石狩浜海水浴
場から北東方向へも大量漂着の痕跡は続いてい
る，石狩川河口付近では個体数は減少して海水浴
場の４分の１ほどになっている，とのことであっ
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　これら著者による調査以外の情報として，前述
の石狩川河口付近のほか，その７～８km北方，
石狩市厚田区での漂着情報も得られた．それによ
ると，３月９日，古潭と嶺泊の砂浜でもカタクチ
イワシ大量漂着が確認できたとのことである（鈴
木澄夫，私信）．古潭の漂着はおそらく数日前の
もので，それに対して嶺泊は新鮮で前日から当日
くらいではないか，と判断されている．古潭での
大量漂着は，新聞報道でも３月３日から４日にか
けて，と記されている（北海道新聞，2022）．

　今回の石狩湾沿岸におけるカタクチイワシ大量
漂着の調査結果と情報を統合すると，次のことが
浮かび上がってくる．
　１）大量漂着現象は２回発生したらしい．１回
目は３月３日から４日にかけて，２回目は３月８
日から９日にかけて，である．漂着帯が広範囲で
２本認められることも，それを裏付けている．
　２）漂着が確認された範囲は，北東は石狩市厚
田区厚田から，南西は小樽市銭函までで，直線距
離で 36km，海岸線に沿った距離では約 40kmに
達する広範囲である．さらに広域にも現象が及ん
でいた可能性もあるが，今のところ確認はできて
いない．
　海洋生物の大量漂着は海から陸への炭素循環の
一環でもあり，海鳥やキツネ，ヒメハマトビムシ
などを通じた海岸生態系への影響も考えられる．
そこで，今回の調査結果（漂着個体密度と汀線長）
をもとに，石狩川河口～小樽市銭函に漂着したカ
タクチイワシの個体数を見積もってみた．

・ 石狩川河口～石狩浜海水浴場：100 ～ 500 尾
／m　×　2.9km　＝　870,000 尾
 　 （河口では，海水浴場の４分の１くらいとの証
言から，100 尾／mとした）

・ 石狩浜海水浴場～石狩浜：500 尾／ m　×　

2.7km　＝　1,350,000 尾
　 （数百尾～ 1300 尾／mを，平均的に約 500 尾
とした）

・ 石狩湾新港東端付近：０～ 500 尾／ m　×　
1.8km　＝　450,000 尾
・石狩湾新港内：０尾
・ 石狩湾新港西端～銭函：50 尾　×　10.0km　
＝　500,000 尾
　以上の合計は 3,170,000 尾となる．あくまで
も断片的な調査結果を元にした概算値ではある
が，おそらくは数百万尾の単位でカタクチイワシ
が海から陸へもたらされたことが推察できる．
　カタクチイワシの漂着は，石狩浜でもこれま
でたびたび見られた現象だが，通常は数個体見
られる程度で，「大量」とされた事例でも 10 尾
／mほどであった．範囲も汀線長でせいぜい数
百m以内である．石狩浜における海生動物の大
量漂着現象はこれまでもアオイガイArgonauta 
argo やギンカクラゲPorpita porpita，オオサ
ルパThetys vagina などで発生が知られてお
り，海洋環境との関連が指摘されている（志賀，
2007；志賀・伊藤，2009；志賀・石橋，2013
など）．また分類的に近縁なマイワシSardinops 
melanosticus では，2014 年に発生した北海道日
高地方沿岸での大量漂着に海水温との関連性が指
摘されている（黒田，2015）．カタクチイワシの
大量漂着の原因としても，海水温の異常，一定の
方向に卓越した強風の継続，カタクチイワシの群
れが捕食者に襲われて海岸に追い込まれた，など
が考えられるが，今のところ決定的な要因は見出
されていない．気候変動や海洋生態系の変化がそ
の背景に潜んでいる可能性もあり，原因を解明す
るために今後は気象・海況データなどとの比較・
検討が必要である．

カタクチイワシ大量漂着の情報の一部は，石橋
孝夫さん，鈴木澄夫さんから提供していただいた．
感謝します．
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Mass strandings of Japanese anchovy (Eugraulis japonicus) 
along the coast of Ishikari Bay, Hokkaido, Japan in 2022

Kenji  SHIGA

abstract

　　Mass strandings of Japanese anchovy (Eugraulis japonicus) were detected in early March 2022, 
along the coast of Ishikari Bay, Hokkaido, Japan. This event is widespread with coastline length up to 
40km, and the number of stranded indivisual is estimated to be millions.
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The excavated lacquered bow at Momijiyama No.33 archaeological site
in Ishikari City, Hokkaido, Japan

荒山　千恵 *1・石橋　孝夫 *2 
Chie ARAYAMA*1，Takao ISHIBASHI*2

要  旨
　紅葉山 33号遺跡から出土した「漆塗り弓」について，ポリエステル樹脂によりアクリルケース内
に封入・保存された状態で弓に描かれた文様を観察した．細長い弓の形状に合わせて渦巻文を基本と
する文様を規格的に並べて描き，色合いの配置を含めてデザイン性に優れた構成で仕上げられている．
また，渦巻文を基本とする各文様には細部に少しずつ違いが認められ，弓の両面にわたり手の込んだ
構図による装飾が施されていることを再確認した．

：紅葉山 33号遺跡，漆塗り弓，渦巻文，副葬品，続縄文文化

　紅葉山 33 号遺跡は，石狩市花川南６条５丁目
の花川南公園内に位置する続縄文文化前半期の墓
地である（図１）．本稿では，1982 年に実施し
た発掘調査により墓から出土した「漆塗り弓」（写
真１）について取り上げ，保存処理後の当該資料
について報告する．
　本遺跡は，これまで３回の発掘調査が行われて
いる．1967（昭和 42）年の第一次調査で２基の
土壙墓が出土（倉谷，1968）(注 1)，翌 1968 年の第
二次調査でも９基の土壙墓が見つかっている（木
村，1975）．弓が出土した 1982 年の第三次調査
では 32基の墓壙が確認されている（石橋・清水，
1984（以下，石狩町教育委員会，1984 と記す））．
　本稿の経緯は，令和４（2022）年度の行事の
一つとして開催した，いしかり砂丘の風資料館
テーマ展「発掘された石狩の遺跡」の中で，「漆
塗り弓」の実物および復元品を展示したことによ
る（写真２）(注 2)．ここでは，報告書（1984）刊行

時にクリーニング中であった弓の反対側の面を含
めた文様について再確認するとともに，「漆塗り
弓」の取り上げからクリーニングおよび保存処理
を経て公開可能な状態に至るまでの概要について
簡単に整理する．なお，本稿は全体を荒山がまと
め，２-（２）については石橋が当時の状況につ
いて執筆した．

（１）「漆塗り弓」の概要

　石狩町教育委員会（1984，1985）によると，
1982 年に石狩町教育委員会が紅葉山 33 号遺跡
を発掘調査し，32 基の土壙墓が出土した．そ
のうち１基（GP-46）から「漆塗り弓」（遺物番
号：46-207）が出土した（図２，３，写真１）．
土壙墓（GP-46）の大きさは，長軸 164cm，短
軸 154cm，深さ 75cmの平面で円形に近い形で，
壙底部の大きさは長軸 130cm，短軸 120cmであ
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ばれる細い溝があることが赤漆の表面から観察さ
れ，「弓」であると考えた．また，出土時の計測
で 1.1m の長さで，片岡生悟の分類では「短弓」
に相当する（片岡，2020）．また，この弓は木質
部が残存していないが，赤漆の下地に黒色の漆の
膜と考えられる層があり，その上に赤漆をかけた

図１．遺跡の位置図 ( ４  紅葉山 33 号遺跡 )

図２．紅葉山 33 号遺跡　土壙墓（GP-46）
遺構平面図
（石狩町教育委員会 1984：123，一部改変）

る．土壙墓（GP-46）から出土した遺物は総点数
219 点で，主なものとして，土器１点，石鏃 52点，
ナイフ 38点，石斧９点，砥石５点などがみられ
る (注3)．遺物のほとんどは壙底部の「ベニガラ砂の
層」から出土し，「漆塗り弓」も壙底部のやや西
寄りの位置で検出されている．石鏃は先端の方向
が揃った集中が２カ所確認されている．また，「ベ
ニガラ砂の層」の上部では環状石製品１点が出土
している．さらに，墓壙の埋土最上部では魚形石
器１点（写真３）が発見されている．これらの遺
物から，この墓（GP-46）の時期は続縄文前半期
と推定されている．その後，「漆塗り弓」の年代
については，工藤雄一郎・永嶋正春により当該
資料の 14C 年代測定が行われ，2015 ± 2514CBP，
較正年代で 2035-1895calBP の年代が得られて
いる（工藤・永嶋，2021）．
　「漆塗り弓」の検出状況は，表面の漆の塗膜だ
けが残存し，中身の木質部分は失われ，土圧によ
り扁平に潰れた状態とみられる．現場による大き
さは，全長（現存部）105cm，幅３cmである．
また，当時の所見によると，残された漆の皮膜は
外面が朱色，内面は黒色で，弓には 11箇所にわ
たり幅３～５cmで細い糸（直径１mm以下）が
巻き付けられ，その部分にさらに漆をかけたとみ
られ，その上に文様が描かれている．文様の詳細
については後述するが，弓に描かれた文様の色合
いには黒色と茶色の２色がみられ，弓の半ばから
両端に向かい茶色と黒色に分かれている．図３の
左側５箇所では茶色のみ，右側の５箇所では黒色
のみを用いて描き，中央 1箇所の文様では茶色・
黒色の２色を用いて描いている．（石狩町教育委
員会，1984；石橋，1999 など）(注 4)

（２） 弓と遺体との関係と取り上げ・保存処理の
状況

　土壙墓（GP-46）の「漆塗り弓」としたものは，
すでに述べたように，木質部がすでに消失して漆
塗膜ののみの状態で出土したが，「樋（ひ）」と呼
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写真１．紅葉山 33 号遺跡 「漆塗り弓」 の 出土状況 【 a 面】 
（石狩町教育委員会 1984 , PL1 をトリミング

写真２．令和４年度テーマ展に展示した「漆塗り弓」（ 奥： 実物，手前： 復元品）

写真３．紅葉山 33 号遺跡 魚形石器
（ GP-46 出土 )

写真４．紅葉山 33 号遺跡 「漆塗り弓」の
取り上げ 作業の様子 【 b 面】
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図３． 「漆塗り弓」の図 【 a 面】 （石狩町教育委員会 1984 別図，作図：清水雅男）
※発掘調査で墓から検出された弓の上面を【a 面】，反対側の面を【 b 面】とする．

        A          B              C             D      E           F                  G                            H    I             J     K

図４． 紅葉山 33 号遺跡 「漆塗り弓」 【 a 面】の 各文様（図３より文様部分を抜粋）

図５．紅葉山 33 号遺跡 「漆塗り弓」に描かれた主要文様
の 転回 模式図 【 a － b 面】 （石橋 1999）



荒山  千恵・石橋  孝夫：石狩市紅葉山 33号遺跡から出土した「漆塗り弓」について

-17-

　取り上げ作業では１m以上ある細く塗膜だけの
弓をどのようにして取り上げるか．その後の保存
処理はどうするか．この２点が最大の課題であっ
た．しかも，このような形態の遺物や漆製品の取
り上げ，その後の保存処理について筆者らは未径
験であった．また，周囲からも有益な助言や情報
も得られなかったことから，調査員と相談しなが
ら独自の判断で行うこととなった．実際の作業は
補修材料にも明るく，細かい作業ができる S調査
員が担当した．S氏には，その後も長期にわたる
保存管理もお願いすることとなった．Ｓ調査員が
いなければ弓は今日，陽の目を見ていなかったか
もしれない．
　具体的な取り上げ作業の方針は，弓全体をその
まま取り上げるのではなく，漆の塗膜が消失また
は薄くなった部分を選び，分割して取り上げる方
針をとった．その理由は，作業が小規模で，取り
上げ後の管理も簡単と考えたからである．具体的
には分割して取り上げる部分の周囲に溝を掘り，
その中に竹串を一定間隔で立てて銅線を数段張り
巡らし補強して溝に溶かしたパラフィンを流し込
み，枠を作る．露出させた弓の文様面に再び砂や
ガラスビーズなどで覆って保護のための蓋をする
などの方法をとった．
　墓壙からこれを切り離す方法は，枠の下にステ
ンレス板を差し込んで左右に動かし砂層を切り，
切り離した側を上にして取り上げた．写真４は取
り上げて，砂を刷毛で除去した状態である．弓の
周囲で白く見えるのはパラフィンで作った枠であ
る．すでに述べたが，見えている面は壙底部側に
あった面で図３の実測図とは反対面である．また，
写真４でも確認できるように，弓の下にあった黒
曜石製の石鏃が５点と剥片２点が発見された．分
割して取り上げられた弓は，室内で裏面の刷毛や
書道の筆などを使い，砂を除去し裏面文様を確認
した．こうして取り上げることができた弓はその
後長期間にわたり，調査員 S氏の手元で管理され，
保存処理の機会を待つことになった．

ことがうかがわれる．その後さらに弓全体に一定
間隔をおいて糸などを巻き，赤漆をかけそこに茶
色と黒色の漆で文様を描いてある．その文様は裏
側にも連続している．この装飾は「飾り弓」と呼
ぶにふさわしく，実用品ではない可能性が高い．
　ここでは弓の出土状態から考えられるいくつか
の所見を述べる．まず，副葬品としての弓は本遺
跡では唯一のものであるが，この弓は被葬者の所
有物であろう．弓は図２のように遺体があったと
推定される部分よりも，一段高い台のようになっ
た部分に西北―東南方向に置かれていた．この墓
壙では明確な「遺体層」（飽津，1977）や歯のエ
ナメル質などの残存が十分ではなく，被葬者の頭
位は厳密には明らかでない．しかし，副葬土器や
石器など配置から考えると遺体は弓に添うように
北西－南東に位置にあった可能性が高い．このこ
とから弓は被葬者の左手側に置かれていたと考え
られる．
　図３に弓の実測図を示してあるが，この図の左
側が南東側で頭位方向となる．また，弓の構造に
関連して図３の Gと Hの間が他の文様の間隔よ
りも幅が広くこの部分が手で握る部分と考えら
れ，おそらく西北側が弓の上部と推定される．
　次に，弓の取り上げについて述べる．墓壙に細
長い弓状の漆製品があることは調査の早い段階で
分かっていた．発掘の際に漆製品の末端が見え，
その先でも点々と漆製品の端が見えていたためで
ある．ただ，漆製品は湿地以外の遺跡ではほとん
どの場合，木質部が完全に腐食して塗膜のみの場
合が多く，取り上げには十分な準備と慎重さが求
められる反面，乾燥風化の危険性があり，迅速さ
も要求される．この墓の壙底部は 130 × 120㎝
ほどしかなく，１mを超える長い漆製品の取り上
げ作業を行うには狭く，他の副葬品をすべて取り
上げた後に作業を行うことも余儀なくされた．な
お，その反面，この遺跡は砂丘上の遺跡であるこ
とから遺物を露出させやすいという利点もあっ
た．
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の展示に伴い，現況記録としてポリエステル樹脂
によりアクリルケース内に封入された状態の「漆
塗り弓」の両面を部分ごとに撮影し，画像を合成
したものである ( 荒山，2023b)．各部位を撮影
したものを繋ぎ合わせているため歪みはあるが，
報告書の時点で片面のみの記録であった「漆塗り
弓」の両面の文様構成を確認することができる．
　「漆塗り弓」の 11 箇所に描かれた文様は，そ
れぞれ方形の区画の中に片巻きの渦巻文を描いた
ものを左右１組にして両巻きの渦巻文を構成し，
弓を外周するように 1箇所に２組（方形の区画４
つで両巻きの渦巻文２組を描く）の文様を描いて
いる．ただし，弓のカーブが変化するとみられる
２箇所では，左右２つの方形を並べずに，区画内
に片巻の渦巻文のみを描いている．報告書（石狩
市教育委員会，1984）では，当該資料の渦巻文
の特徴として，巻き込みに「トゲ」をもつことが
指摘されている．この特徴は，この弓に確認され
る渦巻文すべてに共通している．また，11 箇所
の文様のうち，図３・４の A～ Eには渦巻文のみ，
F～ J には渦巻文に山形文（∧状）を組み合せて
描いている．この「漆塗り弓」は，色合いが半ば
で黒色と茶色に分かれることを先述したが，文様
の構図にも弓の半ばで違いがみられ，山形文の有
無によって弓の両面とも半ばで分かれている．
　また，各所に描かれた文様をそれぞれ観察する

　保存処理にあたっての発掘側の希望は，まず出
土状態に近い状態に戻し，弓の両面の文様を確認
できるということであった．しかし，当時はまだ
透明な樹脂が開発されて間もないこともあって，
経年変化のデータも少なく，発注に慎重にならざ
るを得なかった．また経費の問題やなかなか受注
者も見つからなかった．こうして 2000 年代に入
り，ようやく保存処理を受けてくれる専門業者が
みつかり，2005 年にようやく保存処理が終わり，
公開が可能となった（いしかり砂丘の風資料館，
2005，北海道新聞，2005）．具体的な保存処理
法は，ポリエステル樹脂をアクリルケースに注ぎ，
その中に弓を封入した永久保存で，弓の両面を観
察することができる．なお，この保存処理と同時
に，木製漆塗りの復元弓も制作している．[ 石橋 ]

（３）「漆塗り弓」の文様について

　図３は報告書の別図に示された「漆塗り弓」の
実測図（石狩市教育委員会，1984），図４は図３
の実測図から各文様を抜粋したものである．実測
図については片面のみの記録であるが，この他に，
石橋が外周するように描かれた主要な文様をそ
れぞれ模式図にしている（図５）（石橋，1999）．
写真５および口絵２は，令和４年度いしかり砂丘
の風資料館テーマ展「発掘された石狩の遺跡」で

写真５．樹脂封入により保存処理された「漆塗り弓」 
の両面（令和４年度撮影 ) 部分撮影の画像を合成

【a 面】

【b面】
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( 注 1)　倉谷（1968）と同号である『北海道の文化』
14には，「第二回北海道高等学校 郷土教育研究大会発
表資料」の中に，札幌西高等学校郷土研究部による「紅
葉山砂丘における続縄文期の遺跡」があり，紅葉山 33
号遺跡の表採遺物の紹介が掲載されている．また，当
該遺跡に関係する先行報告として，藤本・木村（1968）
がある．
( 注 2)　テーマ展「発掘された石狩の遺跡」は，2022
年９月 21 日（水）から 11 月 21 日（月）まで，いし
かり砂丘の風資料館で開催した．
( 注 3)　報告書（1984）では 212 点とあるが，報告書
の刊行後，土ごと取り上げた弓のクリーニング中に下
から新たに石鏃５点，剥片２点が確認され，これを加
えた総数が 219 点である．
( 注 4)　土壙墓（GP-46）の概要については，報告書
および追加資料（石狩町教育委員会，1984:122-146，
1985）をもとに執筆した．紅葉山 33号遺跡の「漆塗
り弓」については，石狩市教育委員会（1984，1985）
の他に，北海道新聞の記事（石橋，1984），書籍『古
代に遊ぶ』の中に紹介されたもの（石橋，1999），保
存処理後に紹介された記事・解説（いしかり砂丘の
風資料館，2005，石橋，2005；2013，北海道新聞，
2005）等を参照した．
( 注 5)　追記：本稿提出後，国立アイヌ民族学博物館
第 7回特別展示「考古学と歴史学からみるアイヌ史展」
に，紅葉山 33 号遺跡の「漆塗り弓」が展示されるこ
とになった（関連：荒山 2023a）．，この特別展示を拝
見したところ，北海道伊達市モシリ遺跡の「骨角製銛頭」
の基部に左右１対の渦巻文と山形文が組み合わされた
類似性の高い文様がみられた．管見の限りではこの種
の文様は当該期の道南・道央地域の土器にはほとんど
見られないようである．可能性としては土器文様とは
別系統の文様も想定され，今後，骨角器などの文様に
も注意して調査をすすめたい．

と，その細部に違いがみられる．第一に，渦巻を
描く回転の向きに異なるものがみられることであ
る．第二に，渦巻文に組み合わせて描かれる山形
文について，一重の山形文を描くものと二重の山
形文を描くものがみられることである．１組に描
かれる文様の中にも，左右の渦巻文に組み合わせ
た山形文が一重と二重で異なる場合もある．全体
的には規格的な文様が並んだ構図で整えられてい
るが，文様の細部には渦巻文の表現を含め少しず
つ違いが認められる．

　紅葉山 33 号遺跡の土壙墓（GP-46）から出土
した「漆塗り弓」について，資料の両面からそ
の特徴を確認した．全体的には細長い弓の形状に
合わせて文様を規格的に配置し，色合いを含めて
デザイン性に優れた構成で仕上げられている．加
えて，渦巻文を基本とする各文様には細部に少し
ずつ違いが認められ，弓の両面にわたり手の込ん
だ構図により文様が描かれていることを再確認し
た．
　「漆塗り弓」が出土して 40 年が経過し，各地
で続縄文文化の遺物が数多く発見されてきたが，
弓にこのような文様を施す例は見つかっていな
い．改めて，近隣地域をはじめ，北方・南方の両
文化圏との関わりとともに，当該資料のルーツや，
その後の繋がりを検討していく必要がある (注 5)．
当該遺跡の土壙墓から出土した他の副葬品や，近
隣地域の続縄文文化の遺跡の様相とともに，今後
も検討を進めていきたい．
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Animal legends and beliefs in Hamamasu ,Ishikari City

坂本　恵衣 *1 
Kei SAKAMOTO*

要  旨
　石狩市内の特に厚田区・浜益区には明治期に本州より流入したとされる龍神信仰が残されている．
本文では，浜益区で昔から語られる伝説に由来する神社の事例について紹介する．

：浜益，尻苗，蛇，龍神，御霊

　石狩市は西側が海に面し，石狩川も流れている
ため，漁業や水辺に関わる仕事を生業とする者も
多く，現在でも漁村に関連する文化が残っている．
そのため，旧石狩市域・厚田区・浜益区いずれの
地域においても，海や水辺に関する祭神が多く，
特に厚田区・浜益区においては共通して龍神信仰
が複数存在する．
　一方で，「石狩市」は 2005( 平成 17) 年に旧石
狩市，厚田村，浜益村が合併し現在の形になった
ため，開拓から合併までの期間に形成された文化
には地域ごとに大きな差異が見られる．
　本文では浜益区の龍神信仰の一例として ，動
物に関する伝説と信仰について考察する．

浜益区は，石狩市の最北部に位置し，近世から近
代にかけて鰊漁の漁場として栄えた地域である．
幕末には，荘内藩によってハママシケ陣屋が置か
れ，対外政策の要所としても重要な地域であった．
本文で取り上げる「尻苗山八大龍神」は浜益区の

中でも南部にある「尻苗」地域に存在する．尻苗
とは現在の送毛と呼ばれる地域に相当し，トンネ
ル等の名称にも残されている地名であるが，送毛
の中でも最南部で，隣接する濃昼との境界にあた
ることから，所在については濃昼と表記される場
合もある．

　浜益区に存在する伝承，昔話として有名なもの
の一つに「龍神」に関わるものがある．この龍神
の話は２冊の本に掲載されており，それぞれ子供
向けの絵本と学校史の中に記録されている．
　また，この話は現存する祠との関係が明確に示
されている事例の一つであり，当時の浜益区の信
仰の一例について知ることのできる貴重な例と言
える．
　
A「 竜神さんの由来」

　      　シリナエの浜から少し入った山に，大きな
うろのあいたナラの古木があった．ある年の
春早くまききりにのぼった若いものがその
木のそばでたき火をしたところ，しばらくし
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て木のうろの奥から「ピーピー」と音がする．
火をもせばもすほどはげしくなる．若いもの
のことだからおもしろがってどんどんもし
た．火がおとろえたところ，ドサドサと大き
な骨が落ちて来て，かますに二はいにもなっ
た．みんなは「へびだ，大蛇の骨だ」とひじょ
うにおどろいた．

　　 　その後，火をもした若いものが病気になっ
たり，漁が少なくなったり，おかしなことが
続いたので，へびのたましいをなぐさめるた
めに祠をつくってまつったのが，シリナエの
竜神様だ．

 ( 浜益村濃昼中学校閉校記念事業協賛会，1992：
70)

B「濃昼の龍神様」 

　　 　濃昼とはアイヌ語で「滝つぼにしぶきが舞
う」という意味なんだと．

         ニシン漁で栄えて，「ヤン衆」は ，ひと春に
百円もの大金をかせいで，海をわたって帰っ
たそうだ

　        網元は，どっさりつくったニシン粕を「北
前船」にのせて，津軽のほうさ，うりにいっ
たもんだと．帰りは，いっつも秋になってし
まうんだと．

        ある日，二人のヤン衆が，ニシン漁で使うカ
ゴをつくろうと，山さのぼったと．

        にわか雨が降ってきて，そばの大きな木の下
で，寒ぐって，寒ぐって，火をたき，そのま
んまにして山をおりたんだと．

        夜になると，かみなりとともに，火柱が上がっ
たんだと．

        次の日にいってみると，ものすんごく大きな
蛇の骨があったんだと．その骨を足でけり，
そのまんま村さ，帰ったんだと．

　   それから間もなく，二人は病気で死んでしま
い，その網元もすぐに，つぶれちまったんだと．

　      大蛇は，千年の修行を終え，天にのぼるは
ずだったんだとさ……．

( こだま会，1992：7-8)

A「竜神さんの由来」ではシリナエ ( 尻苗 )，B「濃
昼の龍神様」では濃昼という地名が記載されてい
るが，上述したように尻苗周辺を濃昼と表記する
場合もあり，同一の地域を指すものと考えられる
( 以降，２つの話をまとめて「シリナエの龍神様」
と記載する )．

①伝説にみられる要素

　これらの伝承を要素で分解すると次のようにな
る．     
      a. 若者が山で焚火をする
      b. 焚火を燃やし続ける ( 放置する )
      c. 火が原因で大蛇が死に，骨が見つかる
      d. 焚火に関わったものや地域で不幸が続く
      (e. 事態を収めるために祠に祀る )
　     ※  e の要素は Bには見られないが，祠が実

在するため，要素として記載する．

　これらの要素から考えられることは，この「シ
リナエの龍神様」が御霊信仰に該当するものとい
うことである．
　御霊信仰は次のように定義される．
「社会的に広範な範囲の人々を脅かすような災厄
の発生を，霊鬼的存在である御霊のしわざとみな
して恐れ，かつこれを鎮めることによって平穏を
回復し，ひいては繁栄を実現しようとする信仰．」
( 國學院大學日本文化研究所編，1999：339-
340)
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　尻苗山八大龍神は国道 231 号線に架かる龍神
橋の山側 ( 東側 ) に位置し，山の麓に鳥居と碑が
存在する．祠は山に入った先にあり，旧道沿いに
建てられたものと考えられる．祠横に手水鉢があ
るが，刻字はなく，奉納時期は不明である．
　また，「八大龍神」というと仏教で信仰される
八大竜王等を祀っていると解釈されることが多い
が，この尻苗山八大龍神が仏教や神道で信仰され
るそれらの龍神を示すものかは定かではない．
　儀式を行う神職は不在であるが，地元住民に　　
よって祠の環境整備，清掃等が行われている．

表 1．基本情報．

②石狩市における「シリナエの龍神様」の希少性

　石狩市，特に厚田区・浜益区において龍神信仰
は古くから存在し，龍神堂と呼ばれる建物，実際
に龍神に関わる祭神や札を収める寺社も複数存在
する．
　寺院等に見られる龍神信仰の形跡の多くは龍神
を本尊，主神として祀るのではなく，漁業を生業
としていた地域住民が各家で信仰していたものが
時代の経過とともにご神体が寺院に納められるよ
うになった例，その地域全体で龍神を信仰してい
たために，寺院にそれらの祭神も共に祀られるよ
うになった例が主である．
　一方で，寺院ではない民間信仰 ( 神職不在 ) の
祠の多くは，地域で小祠を建立し，ご神体も仏像
等ではなく掛け軸や木製の彫像，生き物のはく製
と思われるご神体など多岐にわたる．成り立ちが
判明しているものでは個人が祀り始めたものが地
域の信仰として残され定着していった例が多く，
詳細が不明なものも存在する．しかし，それらを
含めた場合においても，御霊信仰から信仰が始
まったとみられる事例は「シリナエの龍神様」以
外には確認されていない．
　また，御霊信仰というと一般には「祟り」など
の物語として残されることも多く，厚田区にも祟
りに該当する伝承が残されているが ，すでに存
在する祠の移転に関する話であり，その信仰，祠
の成立には関与しない．
　そのため，複数ある龍神信仰の中でも「シリナ
エの龍神様」は，御霊信仰から始まったとされ，
その成り立ちが地域の伝承として残された例とし
て，石狩市内では唯一の事例と言える．

図１．尻苗山　八大龍神社位置　
( 国土地理院地図に加筆 )

( 石狩市郷土研究会 石狩の碑厚田区編調査編集
委員会， 2015：20-21)

名称 尻苗山　八大龍神社

所在 石狩市浜益区尻苗
(36 番地 2地先 )

創立時期 明治時代

祭神 八大龍神

例祭 なし

碑の建立時期 1992 年
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　「シリナエの龍神様」は，地域の学校史・絵本
に残された伝承であると同時に，現在でも浜益区
に存在する信仰の一形態である．一方で，この伝
承が実在したか，つまり山火事や関係者の不幸と
いった事件が存在したのかについては定かではな
い．
　今後，話の中にある｢網元もすぐに，つぶれち
まった｣｢かみなりとともに，火柱が上がった｣な
どの事象を事実として確認することができれば，
この伝承の現実性と当時の人々にとっての「シリ
ナエの龍神様」の重要性が明らかになることと考
えられる．

現地調査にあたりご助言いただいた佐藤睦氏に
深く感謝申し上げます．

写真 1．　鳥居と石碑

写真 2．　祠

浜益 村濃昼中学校閉校記念事業協賛会編，1992．濃昼　
郷土と学校の歩み．浜益村濃昼中学校閉校記念事
業協賛会

石狩 市郷土研究会 石狩の碑浜益区編調査編集委員会， 
2015．石狩の碑 浜益区編．石狩市郷土研究会．

國學 院大學日本文化研究所編，1999．縮刷版神道事典．
弘文堂．

こだ ま会，1992．はまます　むかしばなし．浜益村文
化団体連絡協議会　

新村   　出編，1991．広辞苑第四版．岩波書店
谷内 鴻・藤村久和・鈴木藤吉・木滑二郎編著，1969．
厚田村史．北海道厚田郡厚田村．
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Distribution of Pyropia pseudolinearis (Bangiales, Rhodophyta) 
in Ishikari City, Hokkaido, Japan

川井  唯史 *1・伊藤  昌弘 *2・四ツ倉  典滋 *3・品田  晃良 *4 
Tadashi KAWAI*1，Masahiro ITO*2，Norishige YOTSUKURA*3，and Akiyoshi SHINADA*4

    日本海を始めとした北海道沿岸の月平均水温を解析したところ日本海側では年間最高水温が 20℃を
上回った．ウップルイノリの漁獲生産状況を統計情報から解析したところ日本海が中心であった．石
狩市沿岸でウップルイノリが出現したのは河口域と波浪が比較的強い漁港内の飛沫帯であった．加工
利用としては細断したものを板状にして乾燥させたものを「ドンザノリ」または「板ノリ」と称して
食用としていた．
：ドンザノリ，漁獲統計，北海道日本海，板ノリ，水温

　ウップルイノリPyropia pseudolinearis の分類
は紅藻類，ウシケノリ目，ウシケノリ科，ウップ
ルイノリ属に含まれ，形態としては体が葉状で線
形から長披形で長さ 10～ 30㎝，幅は 2～ 4.5
㎝で，基部は円形から心臓形で縁辺は全縁で，皺
がほとんどない（吉田 , 1998）．本種は日本海沿
岸で得られた藻体に基づき新種の海藻Porphyra 
pseudolinearis として記載され（殖田 , 1932），
その後の分子系統学的な研究により属が現在のも
のに変更された（Sutherland et al., 2011）．その
分布は北海道西岸，本州太平洋北岸，本州日本海
沿岸，朝鮮半島であり，生育場所は潮間帯上部の
岩の上で，他の基質にも着生し，日本海沿岸のイ
ワノリ類の主要な種である（Kim, 1999；吉田 , 
1998）．本種の生活史としては，北海道日本海側
では晩秋から葉状体がみられ始め，これが急速に
成長して厳寒期には最大成長期となり，その後は

接合胞子を放出して春季には枯死・流出し，晩秋
には再び葉状体が出現する（福原 , 1958）．繁殖
生態としては，本種の藻体にはオスとメスがあり
雌雄異体であり，雄性体に形成された精子は雌性
体に形成される造果器で受精して接合胞子とな
り，室内培養下での観察に基づくと接合胞子は貝
殻等に穿孔して糸状体となり基質となる殻内で成
長し，晩夏には殻胞子を形成して，これが発芽し
胞子体となる（鬼頭 , 1978；黒木 , 1953）．ただし，
北海道東部の厚岸町で 1960 年 7月 4日に採集
された葉状体の標本（No 1123）が北海道区水産
研究所（現在の国立研究開発法人水産研究・教育
機構 北海道区水産研究所）に保管されており（福
原 , 1968），北海道における本種の繁殖周期は海
域により大きく異なる．
　ウップルイノリと人間との関わりは古くからあ
り江戸時代の百科事典である「和漢三才図絵」（寺
島良安 1712 年頃）では十六島苔（ウップルイノ
リ）の項があり，雲州の十六島に産し，海中の石
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上に付生するとある（濱田 , 2007）．また本州の
中国地方でのウップルイノリの食習慣と食文化に
関しての考察はされ（福永 , 1992, 1993），北海
道では増殖に関しての研究はあるものの（北海道
浅海増殖研究会 , 1960），食習慣や食文化や加工
利用に関しての情報は見当たらない．
　本稿では石狩市を始めとした北海道沿岸のウッ
プルイノリの分布を漁獲統計に基づき明らかに
し，石狩市沿岸でのウップルイノリの生育特性を
現地調査により示した．また，石狩市でのウップ
ルイノリの名称と加工利用についての情報を得る
ため，石狩市と後志管内の市町村でウップルイノ
リ漁業を営む漁業者に聞き取り調査を行った．さ
らに岩内町郷土館で，ウップイノリの名称や由来
に関しての情報を集めた．

1. 水温環境

　水温データは気象庁のホームページ
https://www.data.jma.go.jp/kaiyou/data/db/
kaikyo/series/engan/engan_SP.html に掲載され
ている情報を利用し，1982 ～ 2020 年の月平均
水温と標準偏差の推移を示した．推移を示した海
域は，気象庁の区別による（図 1A），宗谷地方オ
ホーツク海沿岸，宗谷地方日本海沿岸，留萌地方
沿岸北部，留萌地方南部沿岸，石狩地方沿岸，後
志北部沿岸，後志西部沿岸，檜山地方沿岸，津軽
海峡，内浦湾，釧路地方沿岸，紋別地方沿岸とした．

2. 漁獲統計

　北海道全体のウップルイノリの漁獲状況を把握
するため，北海道水産林務部が公表している漁獲
統計資料である「北海道水産現勢」（http://www.
fishexp.hro.or.jp/marinedb/internetdb/fishdb/
fish_all.asp）の指定魚種別漁獲量・漁獲金額検索，
振興局別検索で「のり」の生産金額の推移を示

した．なお「のり」として数値があるのは 1991
～ 2007 年に限られ，2008 年以降は「のり」を
含んだ「その他海藻」として扱われるため，図示
は当該期間だけとした．また，著者らが石狩・後
志管内の複数の漁業関係者から得た情報として，
ウップルイノリよりも多少生育水深帯が深いク
ロノリPorphyra okamurae や潮下帯に生育する
スサビノリNeopyropia yezoensis は「ミズノリ」
と称し，ウップルイノリと比較して相対的に触感
や味が落ちるため水産物としての商品価値が低い
ので区別して，漁獲はしていなかった．そのため
漁獲統計の北海道水産現勢に出てくる「のり」の
種はウップルイノリと解釈した．ただしスサビノ
リに関しては，2011 年 3月に発生した東日本大
震災前までは本州産の種苗を購入して釧路と網走
管内で養殖していた経緯があり，漁獲統計の「の
り」の漁獲生産金額には養殖したスサビノリの生
産金額に含まれる．そこで北海道水産業現勢の魚
種別，漁業別，市町別生産金額のうち，「のり養
殖業」で生産された金額を差し引いて計算するこ
とで数値の補正を行い，天然の岩礁域から採取さ
れるウップルイノリの生産量の推移の把握を試み
た．

3. 生育場所

　ウップルイノリが最も繁茂する厳寒期である
2022 年 1月 6日に石狩市の海岸のうち道路と近
く主な底質が岩盤となる場所を踏査し，ウップル
イノリの生育状況を記録した．記録内容は海岸を
広く見渡し，ウップルイノリの生育状況が最も代
表的な地点を一点選び出し外観を写真撮影し，さ
らに濃密にウップルイノリが生育する場所では 1
辺が 15㎝の枠を置き写真撮影し被度を記録した．
　港内でのウップルイノリの生育状況を把握する
ため，1月 7日には厚田漁港，浜益漁港，群別漁
港の全域でウップルイノリの生育の有無を観察し
た．
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4. 加工利用

　2020 ～ 2021 年に，石狩市厚田区・浜益区と
後志総合振興局管内の神恵内村と泊村でウップル
イノリ漁業を営む漁業者，当該地域の沿岸に 50
年以上定住し海藻を良く利用する方を対象に，本
種の利用に関しての聞き取り調査を行った．

5. 名称

　加工利用の聞取り調査対象者には名称に関して
の情報も収集した．さらに 2022 年 5月 31日に
は岩内町郷土館の枝元るみ氏らにも聞き取り調査
を行い，郷土館では名称の由来に関しての文献資
料の収集も試みた．

1. 水 境

　水温推移を図 1と図 2に示した．各海域では
8月の月平均水温が最も高く，2～ 3月に最低値
を示す季節変化を示した．8月の月平均水温を海
域別に見ると，日本海側の宗谷地方日本海沿岸は
20.2 ± 1.3（標準偏差）℃，留萌地方沿岸北部は
21.0 ± 1.3℃，留萌地方南部沿岸 21.6 ± 1.3℃，
石狩地方沿岸は 21.9 ± 1.3℃，後志北部沿岸は
22.0 ± 1.3℃，後志西部沿岸は 22.3 ± 1.4℃，
檜山地方沿岸は 23.0 ± 1.5℃となり，すべての
海域で 20℃を上回った．太平洋側の津軽海峡は
22.9 ± 1.5℃，内浦湾は 21.4 ± 1.5℃と 20℃を
上回ったが，釧路地方沿岸では 17.0 ± 1.6℃と
20℃を下回った．オホーツク海側の宗谷地方オ
ホーツク海沿岸は 18.3 ± 1.4℃，紋別地方沿岸
は 17.8 ± 1.5℃であり 20℃を下回った．

2. 漁獲統計

　ウップルイノリの生産は日本海と太平洋で見ら
れたもののオホーツク海では見られず，ほとんど

は日本海で，太平洋側では胆振総合振興局だけで
漁獲がみられた（図 3）．日本海の中でも生産金
額が最も多いのは桧山振興局管内で，次は後志総
合振興局管内，宗谷総合振興局管内，渡島総合振
興局管内の順であり，石狩振興局管内と留萌振興
局管内は漁獲金額が統計数値として出ているが，
相対的に少ない状況であった．

3. 生育場所

　石狩市で比較的大きな川が流れ，河口域が岩礁
になっている川としては幌川，群別川，嶺泊川な
どがあり，ここの河口域では共通してウップルイ
ノリのパッチ状の群生が見られ，パッチの部分で
は被度 100％で基質である岩肌が見えなかった
（図 4）．
　石狩市管内の比較的大きな漁港のうち，ウップ
ルイノリの群落が確認できたのは浜益漁港だけで
あり，しかも漁港内で湾口部からの波が比較的よ
く当たる場所だけに限られた（図 5）．

4. 加工利用

　以下の情報が聞取りの結果として得られた．主
な採取時期は厳寒期である 1～ 2月であり，そ
れより早いと藻体の成長が不十分であり，それよ
り遅いと本来の「あずき色」から暗緑色への変化
がみられる．採取の順番としては同じ場所でも，
汀線に近いほど大きな藻体となるため，漁期の最
初はここを先に採取し，漁期の最後には渚線より
深い海中の採取しにくい場所から藻体を得る．な
お，藻体の色の変化は日当たりが良い場所程，早
く進むので漁期の終盤には日当たりの悪い場所や
水深が深い場所に生育するウップルイノリを採取
するように計画を立てる．
　採取した原藻の加工方法としては，一般的には
各漁家が板状にして乾燥させた半紙程度の大きさ
に整形して製品化する．しかし地域の水産加工業
者が瓶詰めにすることや加工せずに生食する例も



-28-

いしかり砂丘の風資料館紀要　第 13巻　2023 年 10 月

図 1．北海道沿岸各地の月平均水温の推移
各沿岸の区分けは Aに示した．水温データは気象庁のホームページ
https://www.data.jma.go.jp/kaiyou/data/db/kaikyo/series/engan/engan_SP.html に掲載されている情報を
利用した．プロットは 1982 ～ 2020 年の平均を，その縦棒は標準偏差を示した．　
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図 2．北海道沿岸各地の月平均水温の推移
各沿岸の区分けは図 1の Aに示した．水温データは気象庁のホームページ
https://www.data.jma.go.jp/kaiyou/data/db/kaikyo/series/engan/engan_SP.html に掲載されている情報を
利用した．プロットは 1982 ～ 2020 年の平均を，その縦棒は標準偏差を示した．
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図 3．北海道水産現勢，指定魚種別漁獲量・漁獲金額検索，振興局別検索
http://www.fishexp.hro.or.jp/marinedb/internetdb/fishdb/fish_all.asp を基に
作成．網走の現在の名称は「オホーツク総合振興局」．
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図 4．石狩市におけるウップルイノリの生育状況
浜益区幌地区，2022 年 1 月 6日撮影（A, B, C），浜益区群別地区，2022 年 1
月 6 日（D, E, F），厚田区嶺泊地区（G, H, I），2022 年 1 月 7 日撮影，Hのみ
2023 年 4 月 28 日撮影．A, D, G のスケールバーは 300 ｍ，C, F, I の枠は一辺
15cm，A-C は国土地理院の地図・航空写真閲覧サービスの画像を編集して利
用．
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図 5．石狩市浜益漁港におけるウップルイノリ
生育場所
星印の場所だけにウップルイノリが出現した．
写真は 2022 年 4月 28 日に撮影．

あった．最も一般的な漁業者が乾燥と整形する加
工方法が普及した背景として，物流事情や冷凍技
術が良くなかった時代には保存食や輸送しやすい
食品として利用されていたものが継承されている
との回答が多かった．なお冷凍技術が発達し始め
た後の 2000 年頃までは，乾燥ノリとして処理し
きれなかった原藻を冷凍していたものをそばの具
材として直接利用することも積丹町美国地区では
あったが，現在では見られていない．
　本稿では比較的多かった加工方法である板ノリ

の加工処理の過程を紹介する．ウップルイノリ
の原材料の採取方法は，一般的には金属のカギで
採取して籠に収容するが，直接手で摘むこともあ
る（図 6A, 6B）．加工方法は，採取したウップル
イノリを 2回水道水で洗浄し，藻体の表面の雑物
や他の海藻を除去する．その後，暖房のない場所
で乾燥させ，藻体の付着器の部分に基質である岩
の破片が付いていることが多いので，これを手作
業で除去し（図 6C），凍結保存する．漁獲がない
日には，冷凍したウップルイノリを解凍して後に
包丁で細かく切り（図 6D），これを一旦水中に入
れて密度が均一になるように調整した後にスダレ
に乗せてから水から引き上げて水分を落とし，こ
れを吊り下げて乾燥させ（図 6E）板状の製品に
する（図 6F）．その後に，一升瓶に水を入れて一
定の重量にした後に，乾燥させた岩ノリの上で転
がすと，下に砂が溜り，これにより細かい砂が除
去されて異物除去された製品化となる．ただし加
工する漁家によっては採取した藻体をあまり細断
せずに水中に入れて厚さを均一にしてから水から
上げて乾燥させ，棒状のノリ藻体を細断しないた
め藻体間に空白が生じた製品を作る場合もある．
原藻を細断して板状の乾燥ノリにすると，一定量
のウップルイノリから多くの板状のノリを作るこ
とが可能であり，広く市販されている乾燥焼きの
りと類似しているので，消費者には比較的受け入
れられやすいものと想定される．しかし，細断す
るに際して切断面からは赤い液体（ドリップ）が
出て製品の風味が落ちることを懸念して，風味を
生かす目的で細断をしない加工方法を継承してい
る漁業者も複数いた．各漁家や地域が独自の工夫
を積み重ねながら伝統的な加工手法を継承してい
る．
　簾の素材がプラスチックだと安価で耐久性が高
く入手が簡単であるが，ウップルイノリが簾の
上から滑り落ちやすく，しかも藻体を簾に乗せて
も乾燥した板ノリが固く簾に付着してはがれにく
くなるため使用されていない．簾用に使用されて
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図 6．ウップルイノリの漁獲と加工に使う道具
A，後志西部地方の漁具一式，B, 手鉤，C, 除去した岩の破片，D, ウップルイノリを細
断する包丁とまな板（向かって左）と細断したウップルイノリ（右），E, 乾燥用のスダ
レと板ノリにしたウップルイノリ，F製品化した板状のウップルイノリ．

いるのは地域の天然の素材である．日本海側では
ムロツと称される植物で和名はテンキグサまた
はハマニンニクで学名はLeymus mollis の茎を使
う．これにより板ノリにしたときに，はがれやす
く美しく成型された製品となる．なおハマニンニ
クは北海道日本海の砂浜海岸に広く分布するが，
石狩市の砂浜に生育するものは茎が太くて使いや
すい．8～ 9月の晩夏に採集したハマニンニクの
茎を一定の長さに切りそろえて数か月間陰干しす
ると 12月頃には採取したばかりのころには緑色
であったものが乾燥して茶色に変色する．これで
正月のシーズンには簾を編み込み，この状態で数
年間陰干しする．この状態でも素材には天然素材
に由来する脂分や灰汁が残るため，すぐには販売

用の板ノリを作成するための簾にはならず，数回
は自家用の板ノリを作るのに用いて簾をなじませ
る．なお作成までに数年を要する板ノリ作成用の
簾も，使用してから数年で劣化するので新しいも
のと交換する必要がある．神恵内村のウップルイ
ノリ漁業者の中には現在でもこの方法で自家用に
製作している人がいた．他の例として，積丹町の
ウップルイノリ漁業者は，原藻を細断しない処
理方法の漁家では大き目の簾で作るため，簾の
素材としてハマニンニクよりも茎が長いススキ
Miscanthus sinensis を使い，さらに簾が大きい
ため室内では収まらず野外で乾燥させる必要があ
るため，細断しないウップルイノリを大型のスス
キ素材の簾に乗せて野外乾燥させる伝統を守って
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図 7．昭和初期の漁業者用防寒着「どんざ」
Aは全体で，Bは目合いを示している．岩内町郷土館所蔵品を2022年5月31日撮影．

いた．
　製品の利用方法としては以下がある．原藻を細
断した板状のノリは穴が小さいため白米を巻き込
んでも米粒が穴から逃げないので海苔巻き用にす
る．細断により吸水性が高まるため醤油を浸み込
ませた板状のノリを弁当の白米に乗せる「岩ノリ
弁当」用にする．原藻を細断しない製品はスープ
に浸しても一定の大きさが残る特性を利用して温
かい麺類に入れる．ウップルイノリ特有の歯ごた
えある食感や風味を一層強めるため，直接冷たい
麺類に乗せる．

5. 名称

　聞き取り対象者から共通して得られた情報とし
ては以下あった．ウップルイノリの石狩市と後
志での名称としては岩ノリ，寒ノリ，糸ノリの名
称があり，最も多かったのは岩ノリであった．板
状に加工した製品に対しての名称は板ノリとドン

ザノリ，あるいは転訛りでドンジャノリの名称が
あった．名称が用いられる頻度は板ノリの方が高
かった．
　名称の由来として，岩ノリはウップルイノリの
生育場所が岩礁域の飛沫帯であるため，寒ノリ
は厳寒期が主な収穫期であるため，糸ノリは収穫
期が最大生長時期では無く藻体が細くて糸状を呈
するためとの回答があった．板ノリの名称の由来
は整形後の製品が板状を呈するためであり，ドン
ザノリの名称の由来は昭和初期のニシン漁業者の
防寒着であるドンザに類似するためとの回答が複
数あった．岩内郷土館所蔵品の調査によると昭和
初期の北海道日本海側のニシン漁業者が冬季の防
寒用に着用した衣類であるドンザ（図 7A）の生
地は分厚く表面には凹面が多かった（図 7B）．こ
の性状はウップルイノリを加工して板状した製品
の特長である厚みがあり穴が多い点が類似してお
り，ドンザの素材とウップルイノリの乾燥加工品
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の共通性を連想させるものであった．ただし，ド
ンザノリの名称を正式に提唱したものや明文化し
た文献資料は見当たらなかった．

    国内の板ノリの生産はスサビノリを原藻とし
て利用することが多く，ウップルイノリが板ノリ
の原藻として利用されることは全国的には珍しい
ものと考えられる．本稿では漁獲統計数値である
北海道水産現勢上の項目である「のり」の千円単
位の生産金額の推移を海域別，振興局別に示した
が，ウップルイノリの北海道における分布は広範
囲であるが，概ね生育量を反映すると想定される
生産量は地域により大きな差異があり，主な分布
域は日本海であり，その中でも南西部は多いもの
と考えられる．記載論文によると，本種の北海
道での分布域としては東岸においては宗谷から北
見，西岸においては十勝より西側の海岸とされて
いる（殖田 , 1932）．しかし，その後の分布域の
研究によりウップルイノリの採集地には厚岸が加
えられ，本種の分布域は根室海峡を除く北海道全
域とされている（福原 , 1968）．このような生物
学上の分布情報と本研究の漁獲統計情報の解析結
果に不整合はないものと考えられる．また太平洋
沿岸では胆振総合振興局内だけで「のり」の生産
がみられ，これは当該地域ではコンブ類等の大型
海藻が大量に漁獲できる程に多くはなく，他に好
適な漁獲対象物が見当たらないため，ウップルイ
ノリを漁獲している可能性が高い．
　アマノリ類の繁殖生態と環境要因の関係に関す
る既存研究は多く，特に成熟に関する研究として
は，糸状体の成長と成熟に及ぼす日長（黒木・佐藤 , 
1962）の影響や，殻胞子の放出に及ぼす日長（黒
木 , 1959）と光強度（黒木・秋山 , 1965a）の影
響が室内培養下で検討されている．北海道の各沿
岸におけるウップルイノリの生産金額に関係して
いると推定できる要因としては温度があり，黒

木・秋山（1965b）はウップルイノリの殻胞子
嚢形成と温度の関係を検討し，25℃で 45日間，
15℃で 51日間，10℃では 75日間で殻胞子嚢が
形成され，黒木・佐藤（1962）は 20℃において
45日で殻胞子嚢が形成され，馬場ほか（2001）
は 0～ 30℃の範囲で温度別に培養を行い 20℃と
25℃だけで 10日目から殻胞子嚢が形成され始め
た．このことからウップルイノリは水温 15℃以
上で繁殖することが生理的には可能であるもの
の，繁殖を促進させるには海水温が 20℃以上に
昇温することが重要と考えられる．そして日本海
ではウップルイノリの糸状体が成熟する時期であ
る晩夏の水温が 20℃以上となり繁殖が活発化し
て比較的繁茂が良くなり，このことがウップルイ
ノリの生産金額が日本海南西部で多いことと対応
しているものと考えられる．日本海沿岸でも檜山
と後志総合振興局の「のり」生産金額が高い理由
として，20℃以上の期間が長いため，ウップル
イノリの繁殖が活発化し，結果として生産量が増
えていた可能性が考えられる．
　石狩市管内の河口域で共通してウップルイノリ
が生育していた理由として，河口域は栄養塩濃度
が沿岸水より高い傾向が安定して見られることが
原因の一つとして考えられる．また石狩市管内の
漁港で浜益漁港の比較的波当たりの強い場所だけ
でウップルイノリがみられた理由としては，胞子
体から出る接合胞子の大きさが直径 10～ 14μ
ｍの球形であり（馬場ほか , 2001）鞭毛等がな
く動き回らないため移動は一定の波浪が必要であ
るものと思われる．これに対して通常は石狩市の
海岸に広くみられるコンブ類の遊走子は鞭毛を持
ち泳ぎ回り，長さが 50㎝以上に生育した比較的
大きな母藻から大きさが2μｍ程度と小さい遊走
子（Sudo, 1948；Fukuhara et al., 2002）が大量
に放出されており，ウップルイノリと繁殖の様相
が大きく異なるものと考えられる．
　本州の島根県ではウップルイノリが平安時代か
ら貢納品として朝廷に送られる最高品との歴史と
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伝統があり，加工利用方法としては採取した原藻
を乾燥させない「生ノリ」，生育しているウップ
ルイノリは好天が続くことにより干しあがった
ものを手ではぎとった「剥ぎのり」，採取した原
藻を細断せずに簾に方向を揃えて並べ影干しす
る「素干し」がある（関内 , 2005）ものの，石
狩市を始めとした北海道日本海側で行われている
加工方法である細断作業を伴う板ノリは無かっ
た．またウップイノリの製品をインターネット検
索したところ北海道日本海以外の製品で細断した
原藻を板状にした板ノリを販売する例は見当たら
なかった（2022 年 6月 1日調べ）．石狩市と後
志地区では，ウップルイノリの加工方法が島根県
を始めとした本州と異なる，北海道日本海地域で
の独特のノリの加工方法を構築しているものと考
えられる．そのような独自の加工方法が生まれた
背景として，北海道沿岸では養殖に向く静穏な内
湾が無く一般的な養殖対象種であるスサビノリ
Neopyropia yezoensis の養成が難しく天然分布も
少ない一方，冬季の北海道日本海は波浪条件が悪
い日の頻度が高く，漁獲行為ができずに屋内作業
に費やす必要があるのでウップルイノリの原藻を
自家加工する時間が確保できるとの気象上の特性
も関係していると思われる．
　石狩・後志地方で板ノリを作成するための
スダレの素材とする植物であるハマニンニク
であるが，江戸時代の寛政 12年（1800）写
で重要文化財に指定されている歴史的な史料
である『蝦夷島奇観』（東京国立博物館公開画
像，画像番号 C0012856，列品番号QB-10015）
（https://image.tnm.jp/image/1024/C0012856.
jpg　2023 年 6月 13日ダウンロード）ではモロ
チキナとの名称でハマニンニクと酷似した植物が
画像情報として示され，画像に添えられた文字情
報では北海道の砂浜に生育し編んだ袋の素材とし
て利用されていたことが記述されている．樺太庁
から大正 4年（1914 年）に刊行され植物分類学
者として著名な理学博士の宮部金吾と農学士の三

宅勉の著作である『樺太植物誌』（https://dl.ndl.
go.jp/pid/981000/1/308　2023 年 6月 13日ダ
ウンロード）によると，ハマニンニクの北海道ア
イヌの名称はムリであり，編んで作成する生活用
品の素材として利用されていた見解が示されてい
る．これらのことから，ハマニンニクを生活用品
の素材として利用することは，少なくとも大正時
代からあり，江戸時代にはすでに利用されていた
可能性もある．
　岩内町の洋画家・木田金次郎（きだ　きんじろ
う，1893 ～ 1962 年）は北海道日本海に位置す
る岩内町で漁業により生計を立てながら画家を目
指し，小説家である有島武郎の文学作品『生れ出
づる悩み』のモデルとなった．木田金次郎が漁業
に従事していたころドンザを着衣していたため，
命日は「どんざ忌」とされている（枝元るみ氏　
岩内郷土館，私信）．そのため，ドンザは当時の
ニシン漁業者で一般的な防寒衣類と考えられる．
漁業関係者等の間では，岩ノリやドンザノリの名
称が使われている．そのためドンザノリの名前の
由来は次のように考えられる．名称は特定の人物
が正式に提唱したのでは無く，かつて北海道日本
海で厳寒期にニシン漁をしていた漁業者の間から
生まれ出た．

ウップルイノリの調査に理解と協力を頂いた石
狩湾漁業協同組合，現場調査に参画頂いた組合職員の
佐々木渉氏，ウップルイノリの生育と加工方法の情報
に関しての情報を提供いただいた石狩湾漁業協同組合
の上山稔彦副組合長，同漁協の本間博晃理事，古宇郡
漁業協同組合の佐藤孝次養殖部会長を始めとした多く
の漁業者の方々と中央水産試験場の辻浩司氏，ウップ
ルイノリの分布と北海道の海藻類の漁獲情報を親切に
教示くださった水産技術普及指導所の林浩之氏と道林
宣敬氏に深謝します．岩内町郷土館の枝元るみ氏には
「どんざのり」の由来等を親切に教えて頂いた．記して
謝意を表します．
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Distribution of Pyropia pseudolinearis (Bangiales, Rhodophyta) 
in Ishikari City, Hokkaido, Japan

Tadashi  KAWAI，Masahiro  ITO，Norishige  YOTSUKURA,，and  Akiyoshi　SHINADA

abstract

   　Changes of monthly mean water temperature off the coast of Hokkaido, Japan were analyzed. 
Off the coast of Sea of Japan, maximum monthly mean water temperature is above 20 ℃ . 
Production of the Uppurui-nori or Iwa-nori Pyropia pseudolinearis off the coast of Hokkaido, Japan 
was analyzed based on official catch statistics of Hokkaido Government. The main production area 
is off the coast of the Sea of Japan. Occurrence of P. pseudolinearis  in Ishikari City is limited to 
the splash zone of rocky shores in estuaries of larger outflow rivers and places affected by strong 
waves in fisheries ports. The harvested sporophytes of P. pseudolinearis  during the dry and cold 
winter season is chopped minutely then dried on bamboo “Sudare” mats similar to traditional 
paper making, the processed P. pseudolinearis  is called as “Donza-nori”. This process is a unique 
procedure to the coast of Hokkaido.  

Keywords：catch statistics, nori, sea alge, Sea of Japan, water temperature
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Flora list in Hamamasu and Atsuta district, Ishikari City, Hokkaido, Japan

北原　涼子 *1・髙橋　惠美 *2・志田　祐一郎 *3・長谷川　理 *4

Ryoko KITAHARA*1，Emi TAKAHASHI*2，Yuichiro SHIDA*3，Osamu HASEGAWA*4

    石狩市の浜益区および厚田区において，2018 年と 2019 年に植物調査を実施した．計 16地点の調
査から 101 科 519 種類の維管束植物が確認され，そのうち浜益区では 12か所の調査から 96科 490
種類，厚田区では４か所の調査から 87科 289 種類が確認された． 各調査地における全ての確認種を
植物目録として報告する． 

：植物目録，石狩市，浜益区，厚田区，重要種

　石狩市の北部には，国蝶オオムラサキ（Sasakia 
charonda）の生息地や，暑寒別天売焼尻国定公
園に含まれる黄金山など豊かな自然環境が広が
る．しかし，市の南部に位置する石狩海岸や石狩
川河口が「北海道のすぐれた自然地域」に指定さ
れ（北海道自然環境保全指針，平成元年７月），
いくつかの自然環境調査が実施されてきたのに対
し，北部においては植生をはじめとする自然環境
情報の蓄積は十分ではなかった．
　石狩市環境保全課（当時）では，2017 年に厚
田区に開設された道の駅を核に，旧石狩市域から
厚田区，浜益区の自然資源を活用した周遊を図る
ため，2018 年に浜益区において，2019 年に厚
田区において，自然環境調査を実施した．本報告
は，石狩市北部の環境保全に資するよう，「平成
３０年度石狩市浜益区の自然資源を活用するため
の自然環境調査業務」及び「令和元年度石狩市自
然環境調査業務」の植生調査の結果から，生育が

確認された植物をまとめ，植物目録として報告す
るものである．

　石狩市の自然環境に精通する有識者・市民団
体・地域住民等から，浜益区，厚田区それぞれの
自然や社会的な特徴について意見を聴収するとと
もに，既存資料等を踏まえ調査地を選定した．ま
た，調査結果の活用を考慮し，森林，里山，河川，
海岸といった変化に富む自然環境を含むよう，浜
益区に計 12か所，厚田区に計 4か所の調査地を
設定した．調査地の位置を図１に，調査地の概況
写真と概要を表１にそれぞれ示した． 
　植物の確認調査は，調査地内を踏査しながら出
現する種を目視により観察・記録した．浜益区に
ついては 2018 年に，厚田区については 2019 年
に調査を実施したが，浜益区の一部の調査地では
2019 年にも補足的に追加調査を実施した．各調
査地における調査年月日を表２に記す．重要種や
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図１．各調査地の位置

特定外来生物，北海道指定外来種が確認された場
合には，ハンディタイプの GPS を補足的に用い，
可能な限り正確な位置の割り出しに努めるととも
に，数量と群落の広がり，あるいは分布の状況を
記録した（本報告には未掲載）．重要種としては，
環境省レッドリスト 2010 に掲載されている絶滅
危惧 IA 類 (CR)，絶滅危惧 IB 類 (EN)，絶滅危惧 II
類 (VU)，準絶滅危惧 (NT)，および北海道レッド
データブック 2001 に掲載されている絶滅危機種

(Cr)，絶滅危惧種(En)，絶滅危急種(Vu)，希少種(R)，
留意種 (N) を対象とした．これらの調査における
確認種について，植物目録として取りまとめた．
また，本調査と平行して，調査地内にて群落組成
調査を実施しており，その際に見つかった種につ
いても確認種として植物目録に含めた．植物の種
名については，河川水辺の国勢調査のための生物
リスト，YList，及び改訂新版日本の野生植物 ( 平
凡社 ) を参考とした．

L1：浜益御殿 

L7：兼平沢林道入口 

L16：厚田川B 

L6：黄金山のイチイ 

L5：黄金山 

L4：木村果樹園B 

L3：木村果樹園A 

L2：増毛山道 

L11：千本ナラ 

L12：送毛浜 

L13：濃昼山道北 

L14：濃昼山道南 

L15：厚田川A 

L8：実田浜中 

L9：浜益川 
L10：川下海岸 
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表１．調査地の概要

調査地
番号 調査地名 概況写真 概要

浜

益

区

L １ 浜益御殿 　

環境：森林．増毛山道の登山口から浜益御
殿までを調査地とした．周囲は主にダケカ
ンバ林となっているが，浜益御殿付近の尾
根筋などにはハイマツ林がみられる．

L２ 増毛山道 　
環境：森林．増毛山道沿いの約 1kmを調
査地とした．周囲にはダケカンバ林が広が
る．

L３
木村
果樹園
A

　
環境：里山・河川．木村果樹園の背後を流
れる幌川の河畔林を調査地とした．広葉樹
林からなる．

L４
木村
果樹園
B

環境：里山．木村果樹園内の通路沿いを調
査地とした．周囲は広葉樹林となっている．
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調査地
番号 調査地名 概況写真 概要

浜

益

区

L ５ 黄金山 　

環境：森林．黄金山の登山道沿いを調査地
とした．登山道の一部は旧道と新道に分か
れ，旧道から山頂付近にかけては岩場が多
い．新道を含む急斜面はダケカンバなどの
広葉樹林となっている．登山道の入口から
分岐点まではトドマツ林や針広混交林が多
い．

L６
黄金山の
イチイ

　

環境：森林．名所である「黄金山のイチイ」
の駐車場からイチイ周辺までの道沿いを調
査地とした．駐車場付近は広葉樹が多いが，
イチイの周辺はトドマツを中心とした林に
なる．

L７
兼平沢
林道入口

　

環境：森林．黄金山につづく兼平沢林道の
入口から 1kmの道路沿いを調査地とした．
調査地周辺には小川が流れ広葉樹林が広が
る．

L８ 実田浜中

環境：森林・里山．水田に面した広葉樹林
斜面下部を中心に約 1.3km の範囲を調査
地とした．広葉樹林内にはオオムラサキの
食草であるエゾエノキが生育する．
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調査地
番号 調査地名 概況写真 概要

浜

益

区

L ９ 浜益川 　

環境：河川．実田浜中橋から，上流約
1kmの頭首工までの左岸側を調査地とし
た．堤防上に頭首工までの管理用道路が通
り，その川側に河畔林が広がる．堤内側は
摺鉢山に接し，斜面には広葉樹林が広がる．

L10 川下海岸 　

環境：海岸（砂浜）．浜益川の河口部およ
び周囲の海岸線約 1.5km の砂浜を調査地
とした．砂浜には所々で海浜植物の群落が
みられる．

L11 千本ナラ 　

環境：森林．浜益区毘砂別に位置し，名所
である千本ナラ周辺および隣接する道路沿
い約 1kmの範囲を調査地とした．周囲に
は針広混交林が多い．

L12 送毛浜

環境：海岸（岩場）．送毛の集落から南へ
約 1kmの海岸線を調査地とした．海岸は
岩礫地と背後の岩壁からなり，一部海に突
き出た岩場を含む．岩壁上や岩場には海浜
植物の生育がみられる．
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調査地
番号 調査地名 概況写真 概要

厚

田

区

L13
濃昼山道
北

　

環境：森林．濃昼側の山道入口から 1km
までの範囲を調査地とした．山道の入口付
近には小川が流れ，深く掘れた沢地形と
なっている．沢の斜面や段丘上には広葉樹
林が広がる．一部にはササ地や草地，カラ
マツの植林地もみられる．

L14
濃昼山道
南

　

環境：森林．濃昼山道のうち，滝の沢側の
山道入口から滝の沢までを調査地とした．
海に面した段丘に位置し，山道の入口周辺
は急斜面の草地となるが，上部には広葉樹
林が広がる．途中に沢地がみられる．一部
には草地やカラマツの植林地もみられる．

L15
厚田川
A

　

環境：森林・河川．厚田川上流の蛇行部に
ある深く掘れた沢斜面の道路沿いを調査地
とした．周囲には広葉樹林が広がり急斜面
となっている．道路沿いにわずかに草地な
どがみられる．

L16
厚田川
B

環境：森林・河川．厚田川上流の道路沿い
を調査地とした．周囲は広葉樹林およびト
ドマツ植林となっている．道路沿いにはわ
ずかに草地もみられる．
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調査地
番号 調査地名 調査年月日

浜
益
区

L１ 浜益御殿 2018/8/31

L ２ 増毛山道 2018/5/25，9/21

L ３ 木村果樹園 A 2018/5/25，9/21

L ４ 木村果樹園 B 2018/5/25，9/21

L ５ 黄金山 2018/7/11，9/17，2019/9/13

L ６ 黄金山のイチイ 2018/5/23，9/4

L ７ 兼平沢林道入口 2018/5/23，9/4　2019/4/24

L ８ 実田浜中 2018/5/23-24，9/18，2019/4/24

L ９ 浜益川 2018/5/22，9/3

L10 川下海岸 2018/8/10，9/4

L11 千本ナラ 2018/5/22，9/3，2019/5/24， 9/27

L12 送毛浜 2018/5/24，9/19

厚
田
区

L13 濃昼山道北 2019/4/24，5/14，9/27

L14 濃昼山道南 2019/4/24，5/14，9/17

L15 厚田川 A 2019/5/15，9/17

L16 厚田川 B 2019/5/15， 9/17

表２．各調査地における調査年月日
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　計 16地点での調査により，101 科 519 種類の
維管束植物が確認された．浜益区では 12か所の
調査から 96科 490 種類，厚田区では４か所の調
査から 87科 289 種類が確認された．環境省レッ
ドリストまたは北海道レッドデータブックに掲載
されている重要種については，浜益区 12 科 16
種類，厚田区７科８種類が確認された．外来種は，
浜益区で 119 科 59 種類，厚田区で 13 科 33 種
類が見つかった．
　石狩市の浜益区・厚田区において最も広範囲に
広がる環境は森林である．浜益御殿や増毛山道，
黄金山では高山・亜高山生の植生が，低地の実田
浜中や浜益川，厚田川周辺では北海道南西部に特
徴的な広葉樹林がみられ，非常に変化に富んでい
る．
　通常，浜益区の山地の標高では高山帯にはあ
たらないが，岩場などの切り立った地形や海
岸に近く強い風にさらされる環境においては高
山植物の生育がみられた．なかでも，黄金山で
は山頂付近と麓（兼平沢林道入口）で植生が
一変した．切り立った岩場にはダイモンジソ
ウ（Saxifraga fortunei var. alpina）やチャボカ
ラマツ（Thalictrum foetidum var. glabrescens），
ミ ヤ マ ア ズ マ ギ ク（Erigeron thunbergii ssp. 
Glabratus）など特有の植物がみられ，山頂付近
にはコケモモ（Vaccinium vitis-idaea）やガンコ
ウラン（Empetrum nigrum var. japonicum），ア
サギリソウ（Artemisia schmidtiana）など高山植
物が生育していた．黄金山では，確認された重要
種が 8種類と多く，一方で外来種の侵入は非常に
少ないことも特徴である．
　浜益区の低地においてはキバナイカリソウ
（Epimedium koreanum）やクロバナヒキオコシ
（Isodon trichocarpus），フギレオオバキスミレ
（Viola brevistipulata var. laciniata），エゾエノキ
（Celtis jessoensis）など北海道でも南西部など限

られた地域に分布する植物を含むことが特徴的で
あると同時に，それらの植物のおおよその北限で
ある可能性がある．浜益区の森林植生は，北海道
全体から見ても変化に富みユニークであると考え
られる．
　厚田区の濃昼山道では，一部でカタクリ
（Erythronium japonicum）やオオサクラソウ
（Primula jesoana var. jesoana）が群落となり春
には一斉に開花していることが確認された．特徴
的な植物としてはミツバアケビ（Akebia trifoliata 
ssp. Trifoliata）があげられる．その他，秋には
山道沿いにヤマブドウ（Vitis coignetiae）などの
果実が実り，イタヤカエデ（Acer pictum），ミズ
ナラ（Quercus crispula var. crispula）などの紅
葉も見込まれる．濃昼山道は，古くから利用され
ている場所でありながら自然度の高い広葉樹林が
広範囲でみられ，多くの重要種が生育し春にはそ
れらの開花をみることができる．また，起伏の緩
やかな地形も多く散策などにも適していることか
ら，歴史的な側面と合わせ，自然を楽しむという
点においても価値の高い場所であると言える．送
電線の伐開地にも近いことから外来種の侵入が
懸念されたが，外来種は山道の入口付近に集中
し，特定外来生物のオオハンゴンソウ（Rudbeckia 
laciniata）も南北の入口付近に分布をとどめてい
る．散策などの活用を進める際には，外来種を山
道内に持ち込まないよう配慮することが望まれ
る．
　海岸の環境として，川下海岸と送毛浜には，特
徴的な違いがみられた．川下海岸の砂浜には，海
岸砂丘に典型的な植生であるテンキグサ（Leymus 
mollis）の群落やハマナス（Rosa rugosa）など
の群落がみられ，ハマニガナ（Ixeris repens）や
ハマヒルガオ（Calystegia soldanella）なども生
育していた．しかしながら，砂丘部分の多くは
緑地などに造成されており，海岸砂丘はほとん
ど残っていないため小規模であった．一方，送
毛浜の海岸には岩壁と海に突き出した岩場があ
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り，独特の植生がみられた．春には，チャボカラ
マツ（Thalictrum foetidum var. glabrescens）や
オオバナノミミナグサ（Cerastium fischerianum）
などが開花し，夏季には岩場にバシクルモン
（Apocynum venetum var. basikurumon）が開花
する．そのほか，アオノイワレンゲ（Orostachys 
malacophylla var. aggregeata） や イ ワ ヨ モ
ギ（Artemisia gmelinii）， ネ ム ロ ス ゲ（Carex 
gmelinii）など海岸の岩場に特徴的な種が多く生
育している． 浜益の海岸の植生は，特徴的であ
ると同時に希少であると考えられる．
　浜益区において，河川の環境は浜益川の調査地
に代表される．山に面した斜面など環境に変化が
あるほか，攪乱が多いことにより様々な種の侵入
があると考えられる．そのため，浜益川の調査地
では，234 種類と他の調査地と比較して最も確
認種数が多く，そのうち外来種は浜益区の全調査
地で確認された種数の半数以上である 34種類が
確認され，河畔林林床には特定外来生物のオオハ
ンゴンソウも広く分布していた．一方で山地に面
した斜面には，春にシラネアオイ（Glaucidium 
palmatum）やカタクリの開花がみられ，狭い範
囲に多様な植物の生育をみることができる．
　厚田川の調査地は上流部の山地に面した森林の
環境であるため，比較的外来種の侵入は少なく，
確認種数のうち外来種の占める割合は厚田川 A
では 13.4％，Bでは 4.0％であった．しかしなが
ら 厚田川の下流部には，しばしば河川管理上に
おいて問題となる外来種ハリエンジュ（Robinia 
pseudoacacia）の群落が広がっており，オオハン
ゴンソウもみられた．厚田川の植生は，浜益区と
同様に地域を北限とするような特徴的な種や，重
要種も生育している特有の環境であるが，下流部
で繁殖力の強い外来種が広範囲で目立っており，
それらの分布拡大に配慮をすることが特有の植生
を保全することにつながると考えられる．
　木村果樹園や実田浜中は，果樹園や水田に程近
く，人が歩きやすく観察しやすい里山環境である．

木村果樹園内の果樹に囲まれた小道沿いでは，手
に届く範囲にオオサクラソウやオクエゾサイシン
（Asarum heterotropoides var. heterotropoides）
などの開花がみられる．実田浜中の水田沿いに面
した広葉樹林の斜面には，春にキバナイカリソウ
やカタクリ，フクジュソウ（Adonis ramosa）が
広範囲で開花する．また，今回の調査においては
唯一，オオムラサキの食草であるエゾエノキが確
認された．里山の環境は，人の暮らす区域と自然
とが接しており，間近で安全に自然に触れること
ができるという点で貴重である．
　本調査では，石狩市の浜益区と厚田区におい
て，限られた地点数ではあるものの植生調査を実
施し，植生の特徴や希少種の生育，外来種の侵入
について記録した．本調査で得たデータは，石狩
市が策定を進めている生物多様性保全の地域戦略
において，希少種保全や外来種対策の基礎情報と
して活用される予定である．また，石狩市の持つ
多様な自然資源を生かした自然体験活動や，地元
住民への郷土愛の醸成，環境学習・生涯学習など
への展開が期待される．

北海道大学大学院農学研究院の松島肇さん，合
同会社いしかり植物ラボの内藤華子さん，きむら果樹
園の木村武彦さん，NPO法人増毛山道の会の渡邉千秋
さん，株式会社野生生物総合研究所の安細元啓さんに
は，調査地の選定，および調査結果の取りまとめにあ
たってたいへん有益な助言をいただきました．感謝申
し上げます． 
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北海道，2019．北海道レッドデータ 2019．北海道
　　 https://www.harp.lg.jp/opendata/dataset/697.
html
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を活用するための自然環境調査業務報告書．石狩
市．

石狩 市，2020．令和元年度石狩市自然環境調査業務報
告書．石狩市．

環境 省，2005．特定外来生物による生態系等に係る被
害の防止に関する法律に基づき規制される生物の
リスト．環境省（2021 年閲覧）

　　 https://www.env.go.jp/nature/intro/2outline/list.
html

環境 省，2020．環境省レッドリスト 2020．環境省．
　　 https://ikilog.biodic.go.jp/Rdb/booklist（2023 年
閲覧）

米倉 浩司・梶田忠， 2003-．BG Plants 和名－学名イン
デックス YList．http://ylist.info（2021 年閲覧）
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About ”Shounaihankeibi no ezokaiganzu” Owned by Tsuruoka City Library, 
Yamagata Prefecture.　- Ezo coast map created by Shounaihan,Late Edo period-

工藤　義衛 *1

Tomoe　KUDO*

：ハママシケ陣屋，浜増毛運上屋，秋田藩領増毛

　山形県庄内地方は，日本海に面する庄内平野を
中心とした地域で，内陸の鶴岡市と海に近い酒田
市が主要都市となっている．近世，鶴岡市を中心
とする地域は，荘内藩として徳川家譜代大名の酒
田氏が統治した．1859（安政 6）年 9月，幕府
は荘内藩にハママシケのほかルルモッペ，テシホ
及びテウレ（天売島），ヤンゲシ（焼尻島）を，
秋田藩にはマシケを領地として与え，その警備を
命じた（石橋，1980：216）．荘内藩は現在の石
狩市浜益区川下に警備のための陣屋を建設し，さ
らに領内から募集した農民を浜益平野の各地に移
住させて農業開拓を進めた．1868（慶応 4）年，
戊辰戦争が起こると，陣屋は放棄され，藩士，農
民は荘内に引揚げたが，現在も浜益区内には山形
にゆかりのある住民が少なくない．
　陣屋内の建物は 1868（明治元）年に解体あ
るいは移築されたが，土塁などは破却を免れ，
1988（昭和 63）年に史跡「ハママシケ陣屋跡」
に指定された．現在，浜益区では史跡ハママシケ
陣屋の調査，保全活動を行う市民団体「陣屋研究
会」が活動している．
　石狩市浜益区が荘内藩領となっていた安政6年
から慶応 4年までの史料の多くは，鶴岡市立図書

館に収蔵されている．そのためこれまでも「陣屋
研究会」などが鶴岡市立図書館で資料調査を行っ
ている．
　2022（令和 4）年 6 月 6 日から 10 日までの
期間，筆者が研究協力員として参加している基盤
研究 B「北海道・東北と樺太におけるアイヌ・和
人間の北方交易圏の実態調査」（北海道教育大学
札幌校百瀬響教授）の調査が山形県鶴岡市で実施
され，鶴岡市立図書館では所蔵史料の調査を行っ
た．その際，鶴岡市内の旧家から受領して日が浅
く未登録の史料中に荘内藩ハママシケ陣屋が描か
れたものがあるとご教示いただき，ご厚意により
閲覧，撮影することができた．これが今回紹介す
る「庄内藩警備の蝦夷地海岸図」（請求番号：泉
町三井家文書 1367）である．本史料の内容につ
いてはまだ検討中であり，今回はその概要を述べ
るにとどめるが，これまで知られている海岸図に
比して書き込まれている内容が詳細で極めて史料
価値の高いものであることは間違いない．
　

　本図は，継紙に描かれた絵図で，墨一色で風景
が描かれ，各図には標題が入っている．最も右側
に描かれている図は「高嶋嶋離宮　弁天社」となっ
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ており，現在の小樽市高島の弁天島であると考え
られる．次の図は「御陣屋之図」で浜益のハママ
シケ陣屋が描かれている．「御陣屋之図」に続い
て「濱増毛運上屋」「秋田領マシケ」「トマヽイ運
上屋」で最も左側の図は「填信男運上屋」である．
填信男運上屋」の左端には「御領国〃末境ヱキコ
マナイ」と書き入れられている．エキコマナイは
テシオ場所とソウヤ場所との国境である．
　以下に図中の表題と書き込みを示す．3）濱増
毛運上屋と 6) 填信男運上屋は横長になるため，
分割して画像を掲載した．

1)　高嶋〃離宮　弁天社（図 1）
2)　御陣屋之図（図 2）　
　　　ヒサンベツ御陣屋ヨリ一里弱
3)　濱増毛運上屋（図 3）
　　　濱増毛運上屋ヨリ十七丁半
4)　秋田領増毛（図 4～図 8）
　　　マシケ
　　　御境
　　　ルヽモツヘ
　　　留々門津邊運上屋
5)　マヽイ運上屋（図 9～図 11）
　　　トママイ領フーレベツ (注 1)

　　　秋田領リーシリ嶋周廻十八里
6)　填信男運上屋（図 12）
　　　填信男領ワツカシヤクナイ番屋
　　　　　　　　　　　　　　　（図 13）(注 2)

　　　填信男ヨリ十一里半
　　　御領国〃末境ヱキコマナイ (注 3)

　本図の年代は「御陣屋の図」に描かれているの
が安政 7年に完成したハママシケ陣屋であり，描
かれた時期は安政 7年以降いうことになろう．絵
図の中に荘内藩が領地としていた場所に対して
「御領」とし，秋田藩領を「アキタ領」としてい
ることから，描き手は荘内藩の関係者であること

が推定できる．
　本図の大部分は荘内藩が安政6年から領地とし
たハママシケから秋田藩領のマシケを経てテシオ
までの海岸部であるが，冒頭の高島だけは地理的
に大きく離れている．安政 6年に荘内藩は幕府か
らハママシケからテシオまでを領地として与えら
れたことは既に述べたが，この時に歌棄（うたす
つ・現寿都町）付近から厚田（現石狩市厚田区）
までの警備も命じられている．本図のなかに小樽
高島の絵があるのはこのことと関連があるのかも
しれない．あるいは警備範囲となっていた歌棄か
ら厚田までの区間の海岸線が描かれていたのかも
しれない．
　絵図はかなり上手な描き手によるものとみら
れ，内容も建物などがかなり詳細に描き込まれて
いる．ただ，山の輪郭が二重に描かれている部分
（3）ハママシケ運上屋の黄金山の部分）があり，
正本ではなく控えに近い模写ではないだろうか．
なお，アイヌ語地名の解釈については，「山田秀三，
1984．北海道の地名．北海道新聞社」を参考に
した．，

本資料の紹介にあたっては，資料の閲覧複写及
び公開をご快諾くださった鶴岡市立図書館及び担当者
の今野章氏に感謝申し上げる．
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( 注 1)　トママイ領フーレベツ　　初山別村風連別川．
フーレ・ペッ（hure-pet 赤い・川）
( 注 2)　ワツカシャクナイ　豊富町若咲内．ワッカ・
サク・ナイ（wakka-sak-nai　飲み水が・ない・川）
( 注 3)　エキコマナイ　「イキコマナイ」，「ユキコマナ
イ」「エキコマナイ」などの表記がある．稚内市抜海付
近の川と考えられる．テシオ場所とソウヤ場所の境界
になっていた．

石橋源編著，1980．浜益村史．浜益村．
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図 1．高嶋〃離宮　弁天社

図 3．濱増毛運上屋

図２．御陣屋之図
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図 4．秋田領増毛①

図 6．秋田領増毛③

図 5．秋田領増毛②
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図９．トマヽイ運上屋

図８．秋田領マシケ⑤・留々門津邊運上屋

図 7．秋田領増毛④
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図 12．填信男運上屋

図 11．トマヽイ領フーレベツ②

図 10．トマヽイ領フーレベツ①
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図 13．填信男領ワツカシヤクナイ番屋
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・石狩の自然と歴史を解明し，記録して残すこと．
・記録された成果を広く，永続的に公開し，学術の発展および市民による研究活動に供すること．

　石狩（北海道石狩市とその周辺地域）に関わる自然や歴史，あるいは博物館に関する調査・研究，
資料や標本の収集成果等について，論理的にまとめたもので，オリジナルな内容に限ります．
　※本紀要は査読制ではありませんが，原稿の内容・体裁が本紀要への掲載に適当かどうか，編集担
当者が検討させていただきます．必要に応じて修正をお願いすることがあります．
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